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編集⽅針

J I NSは、「アイウエアを通して、未来の景⾊を変えていく。」を掲げ、すべての⼈の視線の先に広がる未来の
景⾊を、サステナブルでより良いものへと変えていくべく、様々なミッションに取り組んでいます。私たちの
取り組みをよりわかりやすくお伝えするために、2 0 2 1年からサステナビリティレポートの発⾏を開始しました。
本レポートでは、 J I NSのサステナビリティに関する考え⽅や⽬標、各種取り組みをご紹介することで、お客さ
ま、株主の皆さま、お取引先さま、地域社会、従業員などのステークホルダーの皆さまと深いコミュニケー
ションを図り、 J I NSのサステナビリティや企業姿勢についてよりご理解いただく⽬的で編集しています。

対象範囲 株式会社ジンズホールディングスおよび⼦会社

対象期間 2 0 2 0年9⽉ 〜 2 0 2 1年8⽉

参考ガイドライン 本レポートは「GR Iスタンダード」等を参考に作成しています。

発⾏ 2 0 2 2年3⽉（次回 2 0 2 3年3⽉予定）

レポートの報告対象範囲

WEBサイト
J I NSのサスティナビリティに関する詳しい情報はこちらからご覧ください。
h t tp s : / / j i n sh o l d i n g s . c o m/ jp / j a / su s ta i n a b i l i t y /
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Our Vision

いつもと世界が違って⾒える。
J I N Sは、そんなきっかけを
⼈々に提供したいと願う。
⼈々の⽣き⽅そのものを豊かに広げ、
これまでにない体験へと導きたい。
だからこそ、私たちはメガネの
その先について考え抜き、
「あたらしい、あたりまえ」を創り、
まだ⾒ぬ世界を拓いていく。
― t o  M a g n i f y  L i f e

Magnify Life
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Company Profile

株 式 会 社 ジ ン ズ ホ ー ル デ ィ ン グ ス

東 京 都 千 代 ⽥ 区 富 ⼠ ⾒ ⼆ 丁 ⽬10番2号 飯 ⽥ 橋
グ ラ ン ‧ ブ ル ー ム30階 /  TEL 03-5275-7001（ 代 表 ）

群 ⾺ 県 前 橋 市 川 原 町 ⼆ 丁 ⽬26番 地4

代 表 取 締 役CEO ⽥ 中 仁

1988年7⽉

3 ,202百 万 円

東 京 証 券 取 引 所 市 場 第 ⼀ 部
（3046）

当 社 及 び 当 社 が そ の 株 式 を 所 有 す る 会 社 の
事 業 活 動 に 対 す る ⽀ 配 及 び 管 理 に 関 す る 事 業
な ら び に グ ル ー プ 運 営 に 関 す る 事 業

63 ,898百 万 円 （ 連 結 ） （2021年8⽉ 期 実 績 ）

3 ,641名 （ 連 結 ） （2021年8⽉ 末 現 在 ）

商 号

東 京 本 社

前 橋 本 社

代 表 者

設 ⽴

資 本 ⾦

上 場 市 場
（ 証 券 コ ー ド ）

事 業 内 容

売 上 ⾼

従 業 員

グ ル ープ
企 業
国 内 企 業

海 外 企 業
（海外J INS事業）

J INS  Eyewear  US ,  Inc .  
睛姿（上海）企業管理有限公司
吉姿商貿（瀋陽）有限公司
睛姿美視商貿（北京）有限公司
台灣睛姿股份有限公司 /  J INS  Hong Kong L td .

*店舗数：国内店舗（直営、F C）は2 0 2 1年8⽉末現在、
海外店舗（中国‧北⽶‧台湾）2 0 2 1年6⽉末現在

*売上⾼は⾮連結⼦会社‧海外F Cは含まれておりません。
*販売本数は国内リテールのみの本数となります。

国 内 年 間 販 売 本 数* 単位＝万本

JINS店 舗 数 ( F C店‧海外F Cを含む )*

売 上 ⾼ （ 連 結 ベ ー ス ）* 単位＝億
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Product & Experience

空気のように、
気分も軽くなるかけ⼼地
「メガネは窮屈で重い物」というイメージを覆す、
今までにない軽いかけ⼼地を追求した J I NSの代表作。
軽さだけでなく、かけ⼼地‧安全性‧デザイン‧低価格にもこだわり、
⽇本に軽量メガネという新たなジャンルを確⽴させました。

Normalという
美しさをPCメガネに

ブルーライトに悩む⼈々のために開発された J I NS  S C RE E N。
フレームはプロダクトデザイナー J a sp e r  Mo r r i so nとの協業です。
多くの⼈がデジタルデバイスに接触する時代だからこそ、
“すべての⼈に馴染むデザイン”を追求し、究極の“普通”が完成しました。

業界の常識を覆すアイウエアと
驚きの体験をすべての⼈へ。

J I NSでコンタクトを扱ってほしいという、
お客様からの⾼いニーズを受け、「J I NS  
1 DAY」は誕⽣しました。瞳にフィットする
よう設計し、快適なつけ⼼地を実現。コンタ
クトレンズの「あたらしい、あたりまえ」を
つくります。

アプリやA I、J INS  M E M E (眼鏡型ウェアラブルデバイス )を活⽤し、J INS独⾃のデータベースを強
化。データの活⽤領域を⼤幅に拡充することで、よりお客様に寄り添ったビジネスモデルを構築し
ていきます。

データをもとに、

新たなサービスや体験を。

よりあなたの瞳に
フィットする

J INS  AP Pはこの度、8 7 0万ダウンロードを突破し
ました※。度数情報の管理やメガネの似合い度判定
などのアプリ内サービスを、より多くの⽅にご利⽤
いただくことでデータベースをさらに強化。お客様
がもっと快適に楽しめる購⼊体験を⽣み出していき
ます。

※2 0 2 1年8⽉時点
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⾼品質、その先へ
MORE THAN GOOD

世界品質の薄型⾮球⾯レンズ
J INSのメガネは、世界シェアNo.1レンズメーカーのエシロールグループや、⼤⼿HOYAグループなどの薄型⾮
球⾯レンズを標準搭載。球⾯レンズと⽐べて歪みが少なく、視界がクリアなうえ、レンズの厚みを気にするこ
となくお好きなデザインのフレームを楽しんでいただけます。

最⾼の掛け⼼地と品質を求めて
快適な掛け⼼地･品質を実現するため、設計へのこだ
わりのほか、形状や素材も改良を加えて独⾃に開発。
細かなパーツも決して⼿を抜きません。また、 I S Oの
国際規格、旧J I S規格やJ INS独⾃基準を含め、最⼤
2 0項⽬におよぶ検査を⾏い、「妥協0」の品質を提供
します。

適正価格、その先へ
MORE THAN FAIR PRICE

どんな度数でも、レンズの追加料⾦ ¥0

多くのメガネブランドでは、度数を強く、レンズを薄くすれば、レンズの代⾦は上がっていくもの。
しかしJ INSでは、近視‧乱視の強い⽅でも、どんな度数でも、追加料⾦はいただきません。

SPA⽅式

J INSは、企画‧⽣産‧流通‧販売までを⾃社で⼀環して
⾏っています。それにより、中間マージンやブランド料⾦
といった無駄なコストを⼤幅カット。また、お客さまの
声を反映した製品づくりが可能となり、⾼品質なメガネ
を適正価格でお届けできます。
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速さ、その先へ
MORE THAN FAST

最短30分でお渡し
J INSは店舗オペレーションの効率化により即⽇お渡しを実現。「メガネは受け取るまでに時間がかかるもの」
というイメージを刷新しました。1.メガネを選んで受付 2 .視⼒測定 3 .会計の簡単3ステップ。会計後、最短3 0
分でお渡しが可能です。（レンズ在庫がある場合）。

オンラインショップ

オンラインショップは約3 ,0 0 0種類を取りそろえ、送
料も無料。最短当⽇発送ですばやくお届けします。商
品は⾃宅、コンビニに加えJ INS店頭でもお受け取り
可能。お客様の環境に応じた、多彩な決済⽅法を導
⼊しております。

新しさ、その先へ
MORE THAN NEW

産学連携からメガネの可能性を探る
R&D（研究開発）室では、パートナー企業や⼤学教授、専⾨医と協⼒しながら「これからの商品‧サービス」
を⽣み出す研究を続けています。産学連携プロジェクトから⽣まれた代表作、「J INS  S C RE E N」は、教育現
場や医療機関、企業などでも導⼊が進められています。

新たな素材を探して

ナイロン樹脂「T R- 9 0」との出会いから
「A i r f ra m e」が⽣まれたように、新たな機能を持
つメガネを⽣み出すためには新素材の開発が必要不
可⽋です。J INSはメガネの未来を切り拓く素材を探
して、常に情報収集のアンテナを広げています。
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Sustainability
Vision
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Sustainability Vision

アイウエアを通して、
未来の景⾊を変えていく。
いいアイウエアとは
「未来の景⾊を変えるもの」でなくてはいけない。
それがJ INSの信念です。

J INSのつくるアイウエアをかけた⽅の、その後の⼈⽣はもちろんのこと、
この産業に携わるすべての働く⼈々、究極的にはアイウエアを使わない⼈々まで。
そのすべての視線の先に広がる未来の景⾊を、サステナブルでより良いものへと作り変えていく。

そのために様々なミッションに取り組んでいます。
例えば、環境負荷を減らす、循環型アイウエア製造への挑戦。
地域共⽣と活性化や、⼦どもたちへの⽀援。
⽬の健康を守るための、光の研究とその啓発活動。
視⼒だけでなく、体の姿勢や⼼の健康までをケアするセンシングデバイスの製造。
そして、近視を矯正するだけでなく先⼿を打って「予防する」医療機器の開発まで。

世界⼈⼝の1 /3が近視といわれ、その社会的コストが増え続けている時代に。
アイウエア産業がイノベーションを起こせば、社会全体の⾏く末を変えるインパクトがあります。
⾼品質を、最適な価格で、必要なすべての⼈のもとに。
その想いで、業界のあたりまえの景⾊に⾵⽳を開けた創業時から、
J INSはアイウエアを通して社会の先を⾒つめ、常識を覆しながら、絶えず⾏動を続けています。

Magn i f y  L i fe
⼈類の豊かさが、その先に拡がっていると信じて。
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未来の景⾊を変えていくために。

ビジネスを通じた社会価値創出へ
2 0 2 1年3⽉から、ジンズホールディングス（以下J I NS）の

サステナビリティ推進担当役員となりました⽥中亮です。
J I NSとしてのサステナビリティビジョンである「アイウエア
を通じて、未来の景⾊を変えていく。」の実現に向けて、
リーダーシップをとり進めてまいります。
気候変動などの環境問題、ダイバーシティ‧インクルー

ジョンやヘルスケアなどの社会課題は、⼀筋縄で解決できる
ものではありませんが、 J I NSとして真摯に向き合い、既存の
枠組みにとらわれず、ビジョンと計画を持ち、確実に取り組
んでいきます。
そして、それらを J I NSの中⼼事業であるアイウエアを起点

としたプロダクトやサービス作りを通じて⾏っていくことが
重要であると認識していますので、 J I NSだからこそできる事
業との両輪として、サステナビリティ推進への挑戦を続けて
いきたいと考えています。

中⻑期⽬標とコーポレート‧ガバナンス
J I NSでは現在、 S D Gs（持続可能な開発⽬標）の達成年で

ある2 0 3 0年を⼀つの⽬標として、ロードマップとなる中⻑期
計画策定と、サステナビリティ推進体制の強化を⾏っていま
す。⽬標設定に合わせて推進活動におけるKP I（重要業績評価
指標）設定や、社会の⼤きな変化に対応するために、緊急時
や災害時におけるB C P（事業継続計画）も進めています。
推進組織強化とともに、あらためてサステナビリティビ

ジョンを定めました。創業時から業界の「あたらしい、あた
りまえ」に挑んできた J I NSとして、アイウエアを通して社会
の先を⾒つめ、これからも常識を覆しながら絶えず⾏動を続
けていく姿勢を、あらゆるステークホルダーの皆様と共有し、
実現に向けてともに歩みを進めていくためです。
また、組織が正しい⽅向へ向かうためのコーポレート‧ガ

バナンスも重要視しており、「企業の持続的な成⻑‧発展を
⽬指して、より健全かつ効率的な優れた経営が⾏われるよう、

業務執⾏を適切に監督する仕組み」としてコーポレート‧ガ
バナンスを定め、あらゆるステークホルダーの信頼を⾼め企
業価値の向上を追求することを⽬的として、経営体制を強化
しその監視機能を充実させるための諸施策を推進していきま
す。

重点領域の特定
J I NSでは、サステナビリティ分野の重点領域（マテリアリ

ティ）として「環境への配慮」「クリーンな経営」「安⼼の
製品とサービス」「サプライチェーンの労働環境整備」「ヘ
ルスケア‧イノベーション」「地域社会への貢献」の6分野を
特定しており、今後注⼒して戦略的に進めていきます。
これらの重点領域は、E S G（環境‧社会‧企業統治）や
S D Gsなどのグローバルイシューを中⼼に、国際的ガイドライ
ンのGR Iスタンダードなど様々な指標から項⽬を洗い出し、
J I NSおよびステークホルダーや社会全体にとっての重要性を
考慮して策定しました。
たとえば重点領域の「環境への配慮」では、環境負荷を減

らすために「循環型アイウエア製造」という、プラスチック
からプラスチックへの循環再⽣を⽬指しています。プラス
チックの循環再⽣技術は、再⽣技術の中でも難しい技術の1つ
と⾔われておりますが、すべての⼈の視線の先に広がる未来
の景⾊を、サステナブルでより良いものへと作りかえていく
ために、外部パートナーとも協⼒して技術開発に挑み続けま
す。また、アイウエアと関連の深い「ヘルスケア‧イノベー
ション」の領域では、⽬を守るための光の研究とその啓蒙啓
発活動や、視⼒だけでなく、体の姿勢や⼼の健康までをケア
するセンシングデバイスの製造。そして、近視を矯正するだ
けでなく先⼿を打って「予防する」医療機器の開発など、ア
イウエアを起点にヘルスケア領域での様々なイノベーション
づくりに挑戦していきたいと考えています。

ステークホルダーの皆様との関わり
J I NSは、ステークホルダーの皆様に提供できる価値を最⼤

化すべく、事業に取り組んでいます。そのために、皆様から
のご期待やご意⾒にしっかりと⽿を傾け、 J I NSが環境‧社会
に及ぼす影響をともに考えさせていただき、歩みを進めてい
くことが重要であると認識しています。また、経営戦略と社
会的要請の⽅向性を合わせた事業そのもので、あらゆるス
テークホルダーの皆様に貢献し、信頼関係と協働関係を構築
していきます。
今後も「あたらしい、あたりまえ」に挑み、J I NSの価値を

社会に⽰せるよう、ステークホルダーの皆様との関わりをよ
り深め、新たな価値の共創を⽬指すとともに、持続可能で豊
かな社会の実現に向けて、たゆまぬ努⼒を重ねていきます。

取締役 サステナビリティ推進担当
⽥中亮

1 0

Message

アイウエアを通して、
未来の景⾊を変えていく。

感染症、気候変動、資源枯渇、⼈種問題、経済格差。いま、地球上のあらゆる場
所では、いくつもの危機にさらされています。それらの課題は、私たち⼈間に「変
われ」というメッセージを投げかけているように思えてなりません。

J I NSが掲げる、「Ma g n i f y  L i f e (マグニファイ‧ライフ )」というビジョン。そ
こにはすべての⼈の⼈⽣が豊かに広がることを願い、そのきっかけを私たちが提供
したいという、強い思いが込められています。このビジョンを本当の意味で叶える
ためにも、「 J I NSにとってのサステナビリティとは?」という問いを、私は常に⾃
分⾃⾝に投げ続けてきました。『アイウエアを通して、未来の景⾊を変えてい
く』。これが、このたび私たち J I NSが定めたサステナビリティビジョンです。と同
時に、 J I NSにとって最も重要だと考える6つのテーマも設定しました。環境負荷の
削減、サプライチェーンに関わるすべての⼈々の暮らしや⼈権への配慮まで、そこ
には様々な項⽬が掲げられています。社会課題を解決する。それは簡単にこなせる
ことではありませんし、⻑い時間を必要とするでしょう。けれど、「近視の進⾏抑
制に向けた光の研究」や「ヒトの⼼と⾝体を分析する商品の開発」など、私たちは
これまでに何度もアイウエアの常識を覆し、その可能性を広げてきたという⾃負が
あります。だからこそ、サステナビリティに向かう姿勢も、従来の考えにとらわれ
ることなく、新鮮な視点をもって、 J I NSだからこそできる解決の仕⽅を模索してい
きたい。アイウエアの可能性を追求し、その価値を世の中に還元していきたい。そ
う、強く思うのです。
事業活動そのものが、社会の役に⽴てているのか。商品やサービスが、社会が抱

く課題解決に貢献できているのか。常に、その厳しい視線を⾃らに向けること。
J I NSがあることでこの世界が少しでも⽣きやすく、もっと鮮やかな場所になること
を願い、次々と「あたらしい、あたりまえ」を創り続けていきたい。

これからの J I NSに、ますますご期待ください。

代表取締役 C E O
⽥中仁
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Materiality

J INSは、「M a gn i f y  L i f e」というビジョンを、事業活動を通じて実現し、持続可能な社会作り
と企業価値の向上を⽬指しています。この社会をサステナブルに存続させていくために、ステーク
ホルダーにとっての重要度とJ INSにとっての経営インパクトの⼤きさで課題を分類して、6つの重
点テーマ（マテリアリティ）を設定しました。設定にあたっては、E S G（環境‧社会‧企業統
治）やS D Gs（持続可能な開発⽬標）などのグローバルイシューを中⼼に、国際的ガイドラインの
GR Iスタンダードなど様々な指標から項⽬を洗い出し、J INSおよびステークホルダーの皆様、こ
の社会の存続にとっての重要性を考慮して重要テーマを作成しました。

サプライチェーンの
労働環境整備

安⼼の製品とサービス

ヘルスケア
‧イノベーション

健全なガバナンス

環境への配慮

社会への貢献

‧気候変動への配慮
‧⾃然資源の循環
‧サプライチェーンでの
環境マネジメント

‧⽣物多様性の推進

‧従業員のダイバーシティ
＆インクルージョン

‧従業員の労働安全衛⽣と
健康経営

‧⼈材資源開発
‧サプライチェーンの⼈権
‧労働管理

‧妥協ゼロの品質管理
‧情報セキュリティと
プライバシー保護

‧お客様への安⼼サポート

‧⽬を守るアイウエアの開発
‧アイウエアを起点にした
新たな事業展開

‧すべての⼈のアイライフ
⽀援

‧コーポレート‧ガバナンス
‧企業倫理と
コンプライアンス

‧リスクマネジメント
‧ステークホルダー
‧エンゲージメント

‧地域共⽣と活性化
‧⼦どもたちの未来への
取り組み

‧災害地域や途上国の⽀援
‧社会のダイバーシティ推進
‧⽂化⽀援
‧海外 J I N Sの取り組み
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2050 Goals

近 視 を な く す。 ⽬ を 通 じ た 、
幸 福 の 追 求 を 。

企 業 。 地 域 。 地 球 。
⼀ ⼈ ひと り 異 な る 個 性 が、
そ れ ぞ れ に 輝 く 場 所 であ れ 。

善 を ⽣ む 組 織 であ れ 。循 環 を つ く れ 。
未 来 、 消 費 を な く せ 。

S
⼈々が⻑く幸せな

⼈⽣を過ごせる社会

S
多様な⼈々が

公平に働ける社会

E
地球/⾃然と共⽣する

循環型社会

この地球上にあるいくつもの環境問題。その根本に
は、⼈間の経済活動があります。ならば、消費という
もののあり⽅に変⾰を起こせないか?環境問題にこ
そ、 J I NSらしい挑戦の姿勢で取り組んでいきたいと
考えます。まずは、カーボンニュートラルの実現。グ
ループ内のCO 2排出を実質ゼロとするため、再⽣可
能エネルギー⽐率を1 0 0 %へ。⼀⽅、プロダクトにつ
いては、廃棄商品ゼロを推し進めると同時に、1 0 0 %
循環型のアイウエアへとシフト。環境についても「あ
たらしい、あたりまえ」を⽣み出すべく、私たちは
トライし続けます。

この地球上の近視⼈⼝は増加の⼀途をたどり、2 0 5 0
年には5 0億⼈に達すると⾔われています。近視を、
ゼロにすること。それは、⻑年、近視矯正のアイウ
エアにたずさわってきた私たちの、責任であり、使
命です。近視の抑制や予防にかかわる研究開発に取
り組み、近視ゼロに向かうサービスプラットフォー
ムへとビジネスを転換させること。⽬を通じたWe l l -
B e i n gを「We l l - S e e i n g」と位置づけ、近視抑制技
術の研究や⼼⾝の健康をめざすアイウエアの開発だ
けにとどまらず、優れた「⾒る」体験の提供など、
「⽬」を通して、世界中の⼈々に驚きと喜びをお届
けします。

性別、国籍、障害。個々の意思や特性が蔑ろにされ
ることなく、それぞれが⾃分らしく⽣きられる、働
ける。私たちはこの地球に在籍する⼀企業として、
そういった社会に寄与し続けたいと考えます。そのた
めにもまず、J I NSで働くすべての⼈の幸福を追求す
ること。公平な活躍の機会と⼈権の尊重。ダイバー
シティ&インクルージョンの考えが、すみずみまで⾏
き渡る組織をめざします。

強固なガバナンスを構築するためには、なによりも
正直さ、誠実さが⽋かせません。善を⽣む組織。す
なわち、善⼈が集まり、育ち、そこに報いる組織で
あること。最新の課題にいち早く対応し、⾼いリス
クマネジメントを担保するためには、なによりその
観点が必要だと考えます。多様性に富み、互いを尊重
し合う。誰もが本⾳で話せる、⾵通しよい環境を構
築すること。 J I NSの、進むべき未来はそこにありま
す。

G
次の50年も成⻑し続ける

強い組織
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2030 Goals

気候変動への配慮
温室効果ガス（C O 2）排出の3 0 %削減
（2 0 2 0年⽐ / S C O PE 1 + 2）
国内店舗の約半数の再⽣可能エネルギー率1 0 0 %

⾃然資源の循環
販売アイウエアの5 0 %をサステナブル素材に
デモレンズのリサイクル率1 0 0 %※
廃棄物の削減
‧本社の廃棄物3 0％削減（2 0 1 8年⽐）
‧1店舗あたりの運営廃棄物3 0％削減（2 0 2 1年⽐）
‧店舗改装に伴う什器等の再利⽤率3 0 %（2 0 2 1年⽐）
‧廃棄商品の削減と再利⽤化サイクル構築
‧製品ライフサイクルの最⼤化

サプライチェーンの環境マネジメント
⽔資源の使⽤状況把握と⽬標設定（〜2 0 2 5）
有害化学物質と汚⽔管理の法令遵守率1 0 0 %
サプライチェーンのトレーサビリティ体制構築

⽣物多様性の推進
新規ロードサイド店の環境共⽣型店舗⽐率1 0 0 %

健全なガバナンス体制
各種ガイドラインへの先駆的な対応体制
多様性の確保された取締役会
‧取締役数8名以上
‧⼥性取締役の起⽤（最低3名以上）
‧独⽴社外取締役の増員（半数以上）
‧外国籍の取締役の起⽤
重⼤なインシデント（コンプラ違反など）ゼロ
徹底的なリスクマネジメントがなされた状態

近視進⾏を予防する技術∕商品∕サービス開発
眼科と連携する店舗率1 0 0 %
バイオレットグラスの開発∕普及による近視拡⼤へ
の⻭⽌め

社会のダイバーシティ推進
男⼥間における商品選択肢の差の解消

新しい価値を提供するアイウエアと周辺事業開発
⼼と⾝体の状態を可視化し整えるアイウエアの普及
新しい価値提供をするアイウエア開発

⽬の健康の啓発や優れた⾒る体験の提供
⾒る育やアート⽀援など、⼈々の⾒る⽬を養うプロ
グラム活動

地域と共⽣する店舗実現
地域と共⽣するサービスを提供する次世代型店舗の
推進

従業員のダイバーシティ
⼥性管理職⽐率3 0 %
国内の外国籍従業員⽐率1 0 %
PR I D E指標ゴールド取得
育児休暇取得率男⼥ともに1 0 0％
障害者雇⽤率を法定の1 5 0 %に

労働安全衛⽣と幸せな働き⽅
国内グループ内の重⼤事故ゼロ
他社∕他国を牽引する、先進的な勤務体系
定年撤廃（※役職定年はあり）

⼈材資源開発
⽣産性とエンゲージメントの⾼い従業員⽐2 5 %/e N PS - 3 0
従業員⼀⼈ひとりによる社会貢献の⽀援制度化
社会に貢献する社内ベンチャーの育成

サプライチェーンの⼈権∕労働マネジメントの徹底
サプライチェーンでの重⼤事故ゼロ
サプライチェーンの継続的なモニタリングと

不当労働や事故の徹底排除

JINSが掲げる持続可能な開発⽬標

※デモレンズとは、フレームの型崩れなどを防ぐためにメガネに取り付け
られているプラスチック製のレンズのことです。
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JINS PARK
地域コミュニティのハブを⽬指して。

J I NSでは2 0 3 0年に向けて、「地域と共⽣するサービスを提供する次世代型
店舗の推進」を⽬標に掲げており、様々な取組みを展開していく予定です。
その中で、2 0 2 1年4⽉創業の地である群⾺県前橋市にオープンした「 J I NS  
PARK（ジンズ パーク）」は、地域コミュニティのハブを⽬指した施設で
す。設計は建築家の永⼭祐⼦⽒が担当。アイウエアブランド「J I NS（ジン
ズ）」と、飲⾷事業として新たに展開するベーカリーカフェ「エブリパン」
の店舗を施設内に併設。誰もが⾃由に使⽤できる屋外広場や、施設内にも⼤
階段や屋上テラスなど広々とした空間を設けた新しい店舗形態です。オープ
ン以降、屋外広場を中⼼に地域の⽅々が参加するイベントが開催され、新し
い交流を⽣み出しています。

01

2 0 2 1年9⽉にリニューアルオープンしたJ I NSイオンモール岡崎店（愛知県）は、メガネの販売に留まらず、お客様が訪れる度に新しい発⾒があ
り、⼈と⼈が繋がる。そんな地域コミュニティ創出を⽬指しショッピングモールならではの特性を⽣かした場づくりを⾏っています。店内は、建
築家の中村⻯治⽒が「未完成な場所」をコンセプトに設計。“メガネ”と“本”と“コミュニティスペース”が共存する空間には、地元岡崎産と三河
産の間伐材を使⽤した約5 5 0個の⽊箱が設置され、メガネの陳列棚や本の収納棚、お客様がくつろげるベンチなど様々に変化します。ブックディ
レクターの幅允孝⽒が選書した約1 , 5 0 0冊の書籍を揃えたライブラリーもあり、お気に⼊りの⼀冊を⾒つける楽しさやくつろぎを地域の⽅々へ提
供します。

JINSイオンモール
岡崎店



JINS Sustainability Report 2021

About us 今年のトピックス 環境配慮 ヘルスケア 付録サプライチェーン 社会貢献 ガバナンス製品とサービスビジョン

1 6

DXで新しい⽣活様式に応える
コロナのピンチを、チャンスに。

02
J I NSは、“メガネ購⼊の不⾃由からの解放”を実現し、より多くのお客様にメガネを楽しんでもら
うことを⽬指して、世の中に先駆けて、 I TやA Iを活⽤した多彩なサービスを開発‧導⼊。⾰新的
なDX戦略を展開しています。これまでにもA Iがメガネの似合い度を判定する「 J I NS  
B RA I N2」、メガネをかけたままのバーチャル試着ができる「ME GANE  o n  ME GANE」、独⾃
アプリの導⼊などにより、お客様の潜在ニーズの発⾒と課題解決を実現してきました。そして
2 0 2 0年、2 0 2 1年には、新型コロナウイルス感染拡⼤に伴う新しい⽣活様式に適応したサービス
を相次いでリリースし、コロナ禍でもお客様に安⼼してアイウエアを購⼊いただけるDXを推進い
たしました。

2 0 2 0年1 0⽉にサービスを開始した「C L I C K& G O」は、 J I NS公式アプリや L I NE
上で、商品の選択‧注⽂‧お⽀払いまでを完結でき、お客さまご指定の店舗でス
ムーズに商品をお受け取りいただけるサービスです。これまで店舗で⾏っていた
試着や会計をデジタル上で完結させることで、店舗での混雑を避け、レンズの加
⼯時間なども含めて、店舗でお待ちいただく時間を⼤幅に削減できるようになり
ました。E C注⽂‧発送の場合、現在お届けまでに⽇数を要しますが、
「C L I C K& G O」の活⽤により、早ければ即⽇受け取りも可能です。さらに2 0 2 1
年9⽉に開始した「棚NAV I」は、メガネ業界初（※）の、商品陳列場所の検索
サービスです。お客さまがネット上で探した商品も事前にスマートフォンで陳列
場所を確認することで、店内の滞留時間を減らし、スムーズに商品購⼊ができま
す。また、2 0 2 1年6⽉には、世界トップレベルのアイウエア業界専⾨のテクノロ
ジー企業である F I T T I NGBOX  S . A .  （本社：フランス‧トゥールーズ、C E O：
B e n ja m i n  H AKO U N）と資本業務提携いたしました。これにより、より⼀層ア
イウエア購⼊体験のDX  化を促進し、デジタルの⼒でお客様の利便性向上に向け
た取り組みを⾏っていく予定です。

※ 当社調べ。2 0 2 1年9⽉導⼊当初時点。

「棚ナビで表⽰されるメガネの陳列場所
（※画像はイメージです）」
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2 0 5 0年に向けて取り組んでいくアイウエアのサステナブル化の⼀貫として、2 0 2 1年5⽉、サングラスブランド
「 J I NS＆ S U N」から、⽣分解度の⾼いバイオプラスチック素材を使⽤した、クラシカルで⾼感度なデザインフ
レームの新シリーズを発売しました。今回のコレクションの最⼤の特徴は、植物を主原料とした、通常のアセ
テート素材よりも微⽣物による⽣分解度が⾼いバイオプラスチック「M4 9」を使⽤していること。この素材は、
⾼品質で美しい素材の⽣産で世界中にファンを持つ、イタリアの⽼舗アイウエア⽣地メーカー「マツケリ社」
が開発した素材で、環境に優しいだけでなく、美しい光沢と透明感、⼼地よい⼿触りと滑らかな表⾯など美観
性を兼ね備えた⾼品質素材です。こうした環境配慮に品質も両⽴させながら、幅広い世代のお客様が⼿に取り
やすい価格を設定。お客様に⻑くご愛⽤いただけるように、メンテナンスを⾏いながら⻑く使える特殊構造と、
流⾏に左右されず飽きのこないクラシカルなデザインを採⽤しました。

アイウエアにも、サステナブルの新しい⾵を。

バイオプラスチック製
アイウエア新登場。

03
本シリーズは、「⽊組み」から着想を得た丁番フロント構造になっており、
単⼀素材に分解‧分別することが可能です。真の意味での分別リサイクルを
実現できるように配慮されています。また、細かく分解できることで、これ
までにない細やかなメンテナンスが可能になり、⻑くご愛⽤いただけます。
フレームシェイプは、王道のクラシカルな「ボストン」「ウエリントン」
「サーモント」の3型をご⽤意。3型とも太く量感があるボールドなデザイン
で「M4 9」を採⽤することで軽量樹脂素材では難しい奥⾏きのある⾊の深み
と艶の経年変化を楽しめるデザインです。新機構のフロント構造の丁番はか
け姿を引き締めるアクセントパーツとしての役割も果たしております。トレ
ンドを“ファスト消費”するのではなく、共に年齢を重ねながら、いつか環境
負荷を最⼩限に抑え⾃然に還す。そんな製品ライフサイクル⾃体を⼤切にす
る⽅にこそ、ご愛⽤いただきたいコレクションです。

商品に対する取り組みだけでなく、
2 0 2 1年3⽉には、ショッピングバッグ
を全店舗で有料化。これまで合計7つの
環境認証を得た、環境に最⼤限配慮した
ショッピングバッグを採⽤していました
が、必要なお客様にのみご利⽤いただく
かたちにすることでさらなる資源の有効
活⽤を⽬指します。なお、お客様よりお
預かりしたショッピングバッグの代⾦
は、今後、社会に還元していくために活
⽤予定です。
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Q.  役員に任命されて、まず感じたことは？

今回私は J I NSとして初めての⼥性役員となりましたが、そういった性別や⼈種、⽂化の違い
を超えてお互いに⾼めあえる企業にしていくことは、私だから貢献できるのではないかと感じ
ました。おそらく、こうした意識の背景には、前職の職場の環境と関係があると思っていま
す。私はテレビ局の報道ジャーナリスト出⾝で、男⼥関係なく主体的に考え⾏動する経験を重
ねてきました。また、⾃分⾃⾝海外での経験も⻑いので、さまざまな⼈種や国籍の⽅たちと
仕事するチャンスが多かったです。そうした経験を通して、コミュニケーションの前提にはい
ろいろな⼈種や⽂化の違いがあることをまずは受け⼊れ、対話を繰り返すことが重要だと感
じてきました。

Q.  ダイバーシティ＆インクルージョン（以下D & I）をどう捉え、進めていくべきと思うか？

⽇本国内及びアジア全般に⾔えることですが、⼥性管理職⽐率などの指標は、まだまだ課題が
あると思います。 J I NSとしても、昨年改めて⽬標策定を⾏いましたが、今後この数値を改善
していくことで、D & Iの推進は加速すると私も考えています。⼀⽅で、各々のD & Iへの捉え⽅
や意識のあり⽅も重要だと思っています。実際、⼥性だから、外国⼈だからと⾃ら気を遣いす
ぎる場⾯も⾒られると感じますし、その逆も然りです。ですから、そういった環境⾃体をで
きる限りなくしていきたい。すなわち、「これはD & Iの⼀貫だから、やらないといけない」
と意識しすぎるのではなく、D & Iを「あたらしい、あたりまえ」として捉えていくのが理想
だと思っています。この点について、 J I NSがこれまで固定概念に捉われず、様々なことに
チャレンジしてきた⼟壌があるからこそ、D & Iを社内に浸透させていくスピードは早いので
はないかと期待しています。

Q.  J I NSが掲げるE S Gビジョン実現に向けて、どのような活動をしていきたいか？

私の担当するコミュニケーション本部の役割は、 J I NSの商品やサービス、ブランドの価値を
多くの⽅に伝えていくことです。ただその前に、まず社内でその⼟台をつくっていくことが必
要だと思っています。現在 J I NSは、⽇本国内だけでなく、中国、⾹港、台湾、フィリピンや
アメリカに進出しており、国内外の⽅々とコミュニケーションできる環境作りが必要です。し
かし、現時点では⾔語や⽂化の違いなどグローバル視点でプロモーションを⾏うことに多く
のハードルがあると感じています。しかし、今後はそうした障壁を越え、異⽂化理解を⼤切
にしながら、お互いがフェアに会話できる環境を構築していきたいと思っています。それに
は、まずコミュニケーションをとる場とその頻度を確保すること。そして、「相⼿を知ろう
とする、⾃分の考えを伝える」を徹底していくことが⼤切です。私⾃⾝が台湾総経理に就任し
た時に感じたギャップを乗り越えた経験からも、その重要性を実感しています。

Q.  J I NSを通して、社会に対してどのようなインパクトを⽣み出していきたいか？

今後 J I NSが世界各国で社会貢献に取り組める企業になることが理想的だと思っています。
J I NSが提供する商品やサービスを通じた体験だけではなく、それぞれの国や地域における社
会課題に対して J I NSはどのような役割を担えばいいのかを徹底して考え、地域と共⽣するあ
り⽅を⾒出していきたいと思っています。そのためにはまず、それぞれの国や地域のユーザー
や⽣活者の輪郭を捉えることが重要で、徹底的にイメージし、調べて、実践を繰り返すといっ
た地道なアクションを続けることが必要です。すぐに実現することは難しいかもしれません
が、 J I NSが育んできたチャレンジ精神とイノベーションを好むカルチャー、そしてフット
ワークのよさがあれば、実現できると信じています。

04
ダイバーシティ＆
インクルージョンを加速

まずは、新たなリーダーの抜擢から

J I NSは、「企業。地域。地球。⼀⼈ひとり異なる個性が、それぞれに輝く場所であれ。」という2 0 5 0年⽬標
のもと、従業員のダイバーシティ&インクルージョンを推進しています。今回、その⽬標に向けたキーバーソン
であり、体現者でもある J I NS初の⼥性役員の邱明琪に、インタビューを⾏いました。
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2 0 1 5年に誕⽣した J I NS  ME ME（ジンズ ミーム）は、独⾃開発した3点式眼電位センサー（特
許取得済）や6軸モーションセンサーを搭載したメガネ型ウエアラブルデバイス。2 0 2 1年1 0⽉
にはデザインやアプリの機能‧サービスを⼀新した次世代機を発売しました。センサーで取得し
たデータから、B O DY（カラダ）、MI ND（ココロ）、B RA I N（集中）の状態を専⽤アプリで
可視化。メンテナンスコンテンツでより良い状態へ導きます。働き⽅や⽣活様式の変化で、⼼⾝
の健康を⾃分⾃⾝でマネジメントすることが必要とされる時代に、J I NS  ME MEが“ココロとカ
ラダのセルフケアメガネ”としてサポート。これまでの機能性アイウエアの概念を超え、ヘルス
ケアを実現するセンシング‧アイウエア市場の創造に挑戦していきます。

JINS MEME
ヘルスケアを、あたらしい⾓度から。

05 サプライチェーン監査の強化
製造現場から、すべてを⾒直す。07

責任ある調達活動を推進するため、従来⾏ってきたサプライチェーン監査において、独⾃のE S G評価
プログラムを導⼊しました。チェックシートに基づいて⼯場側が⾃⼰評価をした上で、 J I NS担当者が
⼯場を視察‧監査。スコアリングした上で、必要であれば改善活動をともに⾏なっています。今回の
監査では、環境、⼈権、労働、法令などのサステナビリティにおける重⼤課題についてはすべての⼯場
で遵守されていました。今後も監査の継続とともに、現状を維持しながら様々な課題対応ができるよ
うな制度や仕組みづくりに取り組んでまいります。

有価証券報告書∕株主総会
招集通知の英⽂化08

2 0 2 1年8⽉期より有価証券報告書と株主総会招集通知の英⽂化に対応いたしました。今後も、海外
投資家を含めた幅広いステークホルダーへの情報開⽰に真摯に対応してまいります。
有価証券報告書（英⽂）はこちらからご覧ください。
h t t p s : / / j i n sh o l d i n g s . c o m / jp /e n / i r / l i b ra r y /fin a n c i a l re p o r t /

06
製品、プロセス、経営⼿腕においてイノベーションを起
こし、独⾃性がある戦略で⾼い収益性を達成している企
業を表彰する「ポーター賞」 (主催：⼀橋ビジネススクー
ル 国際企業戦略専攻 )を受賞しました。度数、薄さに関係
なく追加料⾦のないオールインワンプライスや、フレー
ムとレンズで税込み5 , 5 0 0円からという低価格、会計後最
短3 0分で商品の引き渡し、など、メガネの購⼊に関する
顧客の不満を解消し、成⻑を続けてきたこと。アプリを
活⽤した度数情報管理、バーチャル試着、店舗在庫検索、
E C購⼊など、オンラインとオフラインをシームレスに選
択できる購買機会を提供したこと。また、ブルーライト
カットのレンズ、センシング機能を持つJ I NS  ME MEな
ど、視⼒矯正以外の価値提供にも事業を拡⼤したこと。
海外事業は中国、台湾を中⼼に全体売上の約1 8％を占め
るまでに成⻑したことが評価され、受賞に⾄りました。

2021年度
ポーター賞 受賞
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環境への配慮

気候変動への配慮
ー気候変動への対応⽅針
ーCO 2排出量の削減
ー再⽣エネルギーへの切替
ー主な取り組み

⾃然資源の循環
ー⾃然資源の循環に関する⽅針
ー商品のサステナブル素材への切替
ー廃棄物の削減とリサイクル
ー主な取り組み

サプライチェーンでの環境マネジメント
ーサプライチェーンのマネジメント⽅針
ー化学物質の管理
ー⽔資源の使⽤量
ーサプライチェーンの監査とモニタリング
ー主な取り組み

⽣物多様性の推進
ー⽣物多様性⽅針
ー環境共⽣型店舗
ー主な取り組み
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気候変動への配慮

⽅針

2030中期⽬標と進捗

気候変動への対応⽅針

環境への配慮

J I NSは、2 0 5 0年の実質的カーボンニュートラル達成に向けて、2 0 3 0年までに「温室効果ガス3 0 %削減」
（ S c o p e 1, 2  /  2 0 2 0年⽐）を掲げます。 この⽬標達成に向けた具体的な対策として、国内各店舗における電
⼒源の再⽣可能エネルギーへの切替を推進するとともに、店舗での使⽤電⼒削減や物流最適化など、エネル
ギーの効率的な活⽤を総合的に進めていきます。

温室効果ガス（CO2）排出量削減

店舗の再⽣可能エネルギーへの切替

J I NSは、⽇本のアイウエア業界を牽引するリーディングカンパニーとして、パリ協定や⽇本政府が掲げる
2 0 5 0年までに脱炭素社会の実現を⽬指す⽅針に賛同し、サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量削減を推
進していきます。気候変動への対応として、リスクと事業機会の両⾯から積極的に取り組み、社会やステーク
ホルダーから信頼される企業となるために、課題解決に貢献し新たな価値を⽣み出していきます。また、直接
的な温室効果ガス排出（ S c o p e 1, 2）への対応はもちろんのこと、サプライチェーン全体の温室効果ガス排出
（ S c o p e 3）についても順次対応を進めており、2 0 3 0年⽬標を確実に達成すべく取り組みを進めています。

*SCOPE1、2のみ             � ��
*算出期間は各年度換算（2021年度：2020年4⽉-2021年3⽉）

*2021年8⽉期実績      
���� 
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再⽣可能エネルギーに切り替えた店舗割合
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*2021年8⽉期実績
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J I NSは、運営する店舗のうち、⾃社で電⼒会社と直接契約しているロードサイド店舗等の電⼒を、電⼒会社か
らの再⽣可能エネルギー電⼒の購⼊、および太陽光発電設備設置等の⽅法で、早期に1 0 0 %再⽣可能エネルギー
化することを⽬標にしています。またそれ以外の店舗については、施設運営会社と協⼒しながら再⽣可能エネ
ルギー化を進めることで、将来的には全店舗電⼒の再⽣可能エネルギー化を⽬指しています。

⽬標達成に向けた取り組み

電⼒の再⽣可能エネルギー化によCO2削減

循環型アイウエア商品の製造

2 0 5 0年に向けて取り組んでいく循環型アイウエアの
第1弾として、2 0 2 1年5⽉、サングラスブランド
「 J I NS＆ S U N」から、⽣分解度の⾼いバイオプラス
チック素材を使⽤した、クラシカルで⾼感度なデザ
インフレームの新シリーズを発売しました。本商品
では植物を主原料とした、通常のプラスチック素材
よりも微⽣物による⽣分解度が⾼いバイオプラス
チック「M4 9」を使⽤。この素材は、⾼品質で美し
い素材の⽣産で世界中にファンを持つ、イタリアの
⽼舗アイウエア⽣地メーカー「マツケリ社」が開発
した素材で、環境に優しいだけでなく、美しい光沢
と透明感、⼼地よい⼿触りと滑らかな表⾯など美観
性を兼ね備えた⾼品質素材です。こうした環境配慮
に品質も両⽴させながら、幅広い世代のお客様が⼿
に取りやすい価格を設定。お客様に⻑くご愛⽤いた
だけるように、メンテナンスを⾏いながら⻑く使え
る特殊構造と、流⾏に左右されず飽きのこないクラ
シカルなデザインを採⽤しました。

J I NSは、環境に配慮した店舗作りを⽬
指し、店舗照明の L E D化を推進していま
す。現在9 0 %以上の店舗が L E D照明を使
⽤しており、今後1年以内に全店舗の
L E D照明化を⽬指します（2 0 2 1年4⽉現
在）。 L E D照明は、⼀般的な照明よりも
製品寿命が⻑く、また消費エネルギーが
低いため、環境負荷の低い照明として積
極活⽤しています。

店舗照明のLED化によるCO2削減

環境に配慮した店舗の整備

J I NSの⼀部店舗では、什器類への国産⽊材の積極活
⽤により、カーボンフットプリント低減、地域貢献
などを進めています。なんばパークス店（使⽤⽤途
が少ない⼩径⽊を什器に使⽤）、ゆめタウン佐賀
（県のヒノキ材使⽤）などの例があります。今後も
新規店舗の建設出店の際には、より積極的に環境配
慮型の什器‧建材などを活⽤していく予定です。

本部社員は、特に服装に関する指定はなく、外気温
に合わせた服装での業務が可能となっています。
J I NSは、環境省が推奨する、暑い時期の⾐服軽装化
である「クールビズ」や、冬の暖房に頼らない⾐服
の最適化「ウォームビズ」を積極的に取り⼊れ、冷
暖房の省エネルギーに努めています。また服装の⾃
由化を通じ、より個性を⼤切にしたクリエイティブ
な職場づくりを⽬指しています。

⾃由な服装によるエネルギー削減

物流拠点の分散化による燃料削減

J I NSでは2 0 2 1年9⽉より、事業拡⼤に伴うB C P対策
や温室効果ガス排出削減を⽬的に、新たな物流拠点
として⼤阪倉庫の稼働を開始しました。物流拠点を
関東と関⻄の2か所にすることで、⾃然災害等へのリ
スクマネジメントとして機能するほか、倉庫から店
舗への商品配送距離‧時間を⼤幅に短縮。これによ
り、1拠点のみでの流通体制と⽐較し年間約2 0％の
C O 2排出量削減を⾒込んでいます。

環境への配慮 ー 気候変動への配慮
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本社
の廃棄物

-23.1%

30%

2030⽬標

店舗運営
に伴う廃棄物

-.- %

30%

2030⽬標

店舗改装
の什器等リサイクル率

-.- %

30%

2030⽬標

物流梱包材
のリサイクル率

100%
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サステナブル素材のアイウエア⽐率

0.0% 50%

*2021年8⽉期実績
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⾃然資源の循環

J I NSは、素材として多くのプラスチック原料を使うアイウエアを扱うメーカーとして、脱プラスチックおよび
サステナブル素材への切替えを、業界をリードして進めていくべきと考えており、原料の調達から製造、流
通、販売、廃棄∕回収にいたるサプライチェーン全体で資源循環を実現することを2 0 5 0年の⽬標に掲げ、廃棄
商品ゼロ、1 0 0％循環型アイウエアへのシフトを進めていきます。また2 0 3 0年の中期⽬標には、販売するアイ
ウエアの5 0％をサステナブル素材化、デモレンズのリサイクル率1 0 0％、各種廃棄物の削減を掲げており、サ
ステナブルなアイウエアの研究開発と素材の切り替え、可能な限り廃棄物削減を進めていくことで、さらなる
省資源化を進めていきます。

サステナブル素材のアイウエアへの切替

⾃然資源の循環に関する⽅針

デモレンズのリサイクル

J I NSは、2 0 3 0年に向けて販売するアイウエアの5 0％のサステナブル素材化を⽬指しています。それに向け
て、⼤きく2つの素材転換を軸に、新たなアイウエアの開発と展開を進めていきます。1つは、⽇本環境設計株
式会社と取り組んでいる循環型アイウエアの企画‧製造です 。これにより、これまで廃棄されていたアイウエ
アを、⽣産‧販売‧回収‧再⽣産という完全循環型にすることを⽬指しています。また、もう1つはバイオ素材
の活⽤です。バイオ素材の新規商品への採⽤や既存商品のリプレイスを推進することで、環境に配慮したサス
テナブルなアイウエア作りを推進していきます。

各種廃棄物の削減とリサイクル

J I NSでは、サプライチェーン全体で
の資源循環を2 0 5 0年⽬標として掲げ
て廃棄物の削減を進めています。その
マイルストーンとして、2 0 3 0年に
は、本社及び各店舗の運営に伴い発
⽣する廃棄物の3 0％削減、さらに店
舗改装における什器等の再利⽤率
3 0 %を達成させます。なお、物流に
おける梱包材はすでに1 0 0％リサイク
ル（資源回収）を達成しています。

アイウエアにはフレームの型崩れを防ぐため、⽣産時にデモレンズと呼ばれるプラスチック製レンズが取り付
けられています。しかし、お客様への販売時に本物のレンズと交換で処分するため、アイウエア販売において
これも1つの⼤きな廃棄物となっていました。そこで2 0 3 0年に向けて、 J I NSではデモレンズのリサイクル率
1 0 0％を⽬標に設定。2 0 2 1年8⽉期時点では、それに向けて素材の実験や検証を進めています。

環境への配慮

⽅針

2030中期⽬標と進捗

2030⽬標

100.0%

2021進捗
デモレンズリサイクル率

0.0%

*2021年8⽉期実績
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⽇本環境設計株式会社は2 0 0 7年の設⽴以来、リサイ
クルしたい企業と消費者をつなげる活動や、再⽣繊
維の開発‧製造、リサイクルコンサルティングなど
の事業を通じて循環型社会の実現に取り組んでいる
企業です。ジンズホールディングスは、環境省と連携
し⽇本環境設計が運営する製品プラスチックのリサ
イクル「B R I NG  PL A- PL U S（ブリング プラプラ）
プロジェクト」に発⾜当初の2 0 1 2年から参加。不要
になったプラスチックの眼鏡を回収して燃料へとリ
サイクルする活動を⾏ってきており、2 0 2 0年1⽉に
は⽇本環境設計の第三者割当増資株式の⼀部を引き
受け、同社の普通株式を取得。これを機にアイウエ
アのリサイクル活動を促進させています。

⽇本環境設計へのグリーンボンド投資 循環型アイウエア商品の製造

2 0 5 0年に向けて取り組んでいく循環型アイウエアの
第1弾として、2 0 2 1年5⽉、サングラスブランド
「 J I NS＆ S U N」から、⽣分解度の⾼いバイオプラス
チック素材を使⽤した、クラシカルで⾼感度なデザ
インフレームの新シリーズを発売しました。本商品
では植物を主原料とした、通常のプラスチック素材
よりも微⽣物による⽣分解度が⾼いバイオプラス
チック「M4 9」を使⽤。この素材は、⾼品質で美し
い素材の⽣産で世界中にファンを持つ、イタリアの
⽼舗アイウエア⽣地メーカー「マツケリ社」が開発
した素材で、環境に優しいだけでなく、美しい光沢
と透明感、⼼地よい⼿触りと滑らかな表⾯など美観
性を兼ね備えた⾼品質素材です。こうした環境配慮
に品質も両⽴させながら、幅広い世代のお客様が⼿
に取りやすい価格を設定。お客様に⻑くご愛⽤いた
だけるように、メンテナンスを⾏いながら⻑く使え
る特殊構造と、流⾏に左右されず飽きのこないクラ
シカルなデザインを採⽤しました。

⽇本で⼀番アイウエアを販売している企業として、
アイウエアのリサイクルに取り組んでいます。⽇本環
境設計株式会社が運営する製品プラスチックのリサ
イクル「B R I NG  PL A- PL U S（ブリング プラプラ）
プロジェクト」に発⾜当初の2 0 1 2年から参加し、不
要になったプラスチックのメガネを回収して燃料へ
とリサイクルする活動を⾏っています。また2 0 2 0年
には⽇本環境設計との間で資本提携を⾏いました。
今後、両社の技術⼒やノウハウをさらに⽣かして、
循環再⽣型アイウエアの製造に向けて取り組み、ア
イウエアのサステナビリティを推進していきます。

不要メガネの回収とリサイクル
BRING PLA-PLUSプロジェクト

環境負荷を下げるためには、製品ライフサイクル
（製品寿命）を⻑くする必要があります。 J I NSは、
お客様に⻑くご愛⽤いただけるよう、世界的デザイ
ナーとの協業などにより普遍的で飽きのこないデザ
インを⽬指しています。また⻑時間⾝に着けられる
かけ⼼地の良さと、⻑持ちする品質を両⽴させ、フ
レームだけでなくレンズも⾼品質‧⾼機能なものを
取り揃えています。購⼊時の適切な視⼒測定の実施は
もちろん、購⼊後もメンテナンスサービスを提供し
ています。これらの活動により、製造原材料をより少
なくし、環境負荷低減にも貢献しています。

⻑く愛⽤できる品質とデザイン

ダンボール素材を活⽤した商品展開

“どこでも簡単に、集中できる書斎 ”をコンセプトとす
る「T h i n k  L a b  H O ME」は、ソロワーキングス
ペース「T h i n k  L a b」の集中ブースをモデルに開発
された、家庭⽤のD e e p  T h i n k（集中）デスクで
す。素材に9 9％古紙‧⽊材繊維を原料とした素材を
使い、環境負荷の少ない物作りをしています。⾦属
やプラスチックの使⽤を最⼩限に留め、強度や耐久
性に優れた特殊なダンボール素材等を採⽤していま
す。

J I NSは、⽇本で⼀番多くのアイウエアを販売してい
る企業として、環境負荷の低いメガネケースの導⼊
を⽬指しています。現在再⽣紙を活⽤したメガネ
ケースを試作し、全国展開を⽬指し、実店舗でのト
ライアルを⾏っています（2 0 2 1年4⽉現在）。メガ
ネケース以外にも、付属品やショッピングバッグに
おいても、エコフレンドリーな取り組みを増やして
いきます。

再⽣紙メガネケースへのシフト

再⽣紙ショッパーへの転換

J I NSでは、これまで合計7つの環境認証を得た、環
境に最⼤限配慮したショッピングバッグを採⽤して
いましたが、必要なお客様にのみショッピングバッ
グをご利⽤いただき資源を有効活⽤するために、全
店舗で有料化しました（⼀部例外あり）。なお、お
客様よりお預かりしたショッピングバッグの代⾦
は、今後、社会に還元していくために活⽤予定で
す。

環境への配慮 ー ⾃然資源の循環

⽬標達成に向けた取り組み
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サプライチェーンでの
環境マネジメント

J I NSは、⼈体に対して安⼼安全なことに加え、不当
労働や環境破壊に関与しないサステナブル素材を採
⽤し続けるため、⽣産に関わるトレーサビリティ体
制の構築に努めています。現在は社内の専⾨部署
が、新商品の製造時や、既存品の素材変更の際に素
材の監査を⾏っています。今後は監査対象を拡⼤する
ほか、素材調達の最も上流まで監査できる体制を構
築していきます。

有害化学物質の法令遵守

サプライチェーンのマネジメント⽅針（化学物質‧⽔資源）

サプライチェーンのトレーサビリティ
体制構築

J I NSの、有害化学物質管理における法令遵守率は
1 0 0％です。⾃社の定期的なサプライヤー監査によっ
て、各国が定める基準に対して全てのサプライヤー
が遵守した製造を⾏っていることを確認しています。
今後も遵守率1 0 0％を達成し続けるために、引き続き
モニタリングと業務改善を⾏っていきます。

⽔資源の使⽤状況把握と⽬標設定

J I NSは、⽔資源を持続可能な形で利⽤することが事業活動において必ず考慮されるべき事項の1つであると認
識しています。そのため、2 0 2 5年までに⽔資源使⽤量の把握と、省資源化に関する⽬標設定を⽬指しています。

J I NSでは、サプライヤーに対して独⾃の
E S G評価プログラムで定期的にモニタリン
グを⾏っています。評価についてはチェッ
クシートに基づいて⼯場側が⾃⼰評価をし
た上で、 J I NS担当者が⼯場を視察。 J I NS
としても監査した上でスコアリングし、必
要であれば改善活動をともに⾏なっていま
す。また、新規取引⼯場に対しても契約前
に同様の監査を⾏っており、各項⽬を
チェックし取引先のスクリーニングを⾏っ
ていくことで、より適正な環境管理が⾏わ
れた取引先選定を⾏っていきます。

サプライチェーンの事前監査とモニタリング

2 0 2 1年8⽉期に実施した⼯場に対する評価結果です。環境、⼈権、労働、法令などのサステナビリティにおけ
る重⼤課題については、すべての⼯場で遵守されていました。今後も監査の継続とともに、現状を維持しなが
ら様々な課題対応ができるような制度や仕組みづくりに取り組み、責任ある調達活動を進めていきます。

環境への配慮

J I NSでは、商品の企画から製造、販売までを⼀貫して⾏う S PAモデルを採⽤しており、サプライチェーン全体
の環境マネジメントの改善も、持続的な環境保全において重要と捉えています。そこで、アイウエアの製造を
委託するサプライヤーに対して継続的にモニタリングと改善指導を⾏い、サプライヤーとともに環境負荷を減
らす取り組みを進めています。特に有害化学物質や⽔資源の管理に関しては、現在も各国法令を徹底遵守して
おり、今後も継続するために各⼯場の製造状況を管理していきます。廃棄物や⽔資源はグローバルな重要課題
であり、サプライチェーンの上流‧下流ともに徹底した管理を⾏い、事業運営におけるリスクを最⼩化する対
策を強化していきます。

⽅針

⽬標達成に向けた取り組み

2030中期⽬標と進捗

(⽬標達成済)100%
*2021年8⽉期実績
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⽣物多様性の推進

環境配慮型店舗

⽣物多様性の推進⽅針

J I NSでは、今後新たにロードサイドに出店する店舗の全てを、以下に⽰す「環境共⽣型店舗」とすることを⽬
標に掲げ、その定義に沿った建築‧運⽤を進めていきます。

■地球環境の保全
建物は建築時に資源やエネルギーを多く使⽤し、何⼗年にも渡って使われ続けるため、建物の省エネルギー性
を⾼め、⾃然エネルギーの利⽤を推進し、環境負荷を減らすことを⽬指す。
■周辺環境との調和
地域の気候⾵⼟に合った設計を⾏い、お客様にとって快適で魅⼒ある店舗空間を⽬指す。地域の⽣態系を理解
し、その地域に親和した植栽計画を⾏い、まちなみの形成に寄与する。
■地域との共⽣
地元のアーティストと連携したものづくり、その地域の資源や⼯芸品を積極的に取り⼊れた地産地消を進め、
地域と地域のお客様と共⽣する店舗を⽬指す。

J I NSの⼀部店舗では、什器類への国産⽊材の積極活⽤により、カーボンフットプリント低減、地域貢献などを
進めています。なんばパークス店（使⽤⽤途が少ない⼩径⽊を什器に使⽤）、ゆめタウン佐賀（県のヒノキ材
使⽤）などの例があります。今後も新規店舗の建設出店の際には、より積極的に環境配慮型の什器‧建材など
を活⽤していく予定です。

環境に配慮した店舗の整備

環境への配慮

J I NSは、⾃然環境や⽣物多様性が将来の持続可能な社会にとって重要な基盤であることを認識し、保全に向け
た⾏動を推進しています。事業活動と地域貢献活動の両側⾯から、すべての⽣き物がバランスよく暮らし、⼈
と⾃然が共⽣した美しい地球を守っていく活動として、2 0 3 0年までに新規出店するロードサイド店のすべてを
環境と共⽣する様々な⼯夫がなされた環境共⽣型店舗にしていくことを⽬標に掲げ、⽬標達成に向けた様々な
活動を⾏っていきます。

⽅針

2030中期⽬標と進捗

⽬標達成に向けた取り組み

2021進捗
新規路⾯店のうち環境配慮型の割合

20% 100 %

2030⽬標

*2021年8⽉期実績
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サプライチェーンの労働管理

従業員のダイバーシティ＆インクルージョン
ー⼈権⽅針
ーダイバーシティの推進体制
ー⼥性の活躍を⽀援する活動
ー性的志向や性⾃認の多様性尊重
ー障がい者の雇⽤

従業員の労働安全衛⽣と健康経営
ー従業員向け倫理⾏動規範
ー安全衛⽣の体制と活動
ー働き⽅改善と健康経営の活動

⼈材資源開発
ー⼈材開発⽅針
ーエンゲージメントの⾼い社員を育成する施策

サプライチェーンの⼈権‧労働管理
ーサプライチェーン労働⽅針規範
ー奴隷労働および⼈⾝取引防⽌⽅針
ー児童∕強制労働防⽌⽅針
ーサプライヤーの事前調査と選定基準
ーサプライヤーの労働管理体制
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従業員のダイバーシティ＆
インクルージョン

⼥性管理職の割合

⼈権⽅針

J I NSは、ダイバーシティ＆インク
ルージョンの取り組みの⼀つとして
⼥性活躍推進を⾏っており、2 0 3 0
年までに⼥性管理職⽐率を3 0 %に
することを⽬標としています。従業
員⽐率の5 0％を占める⼥性が働き
やすい職場環境の整備をさらに進
め、育児や介護等の⽀援制度を充実
させていくほか、⼥性管理職を育成
する⽀援プログラムなどを実施して
いき、⼥性のさまざまなキャリア作
りを進めていきます。

サプライチェーンの労働管理

ハラスメント防⽌規程

J I NSでは、職場におけるハラスメント (セクシュア
ルハラスメントやパワーハラスメント、マタニティ
ハラスメント、 S O G Iハラスメントなど )を防⽌し、
従業員が遵守すべき事項や防⽌するための措置等を
定め、働きやすい職場環境を実現するために、「ハ
ラスメント防⽌規程」を定めています。

障がい者雇⽤率

J I NSでは“多様な⼈々が公平に働ける社会”の実現に向け「障がい者雇⽤の法定雇⽤の1 5 0％達成」を⽬標に掲
げています。グループ会社の J I NS  NO RMAでは、障がい者と健常者がチームとなり農業を⾏う形の新しい農業
経営を通じ、障がい者と健常者が互いに特別に区別されることなく共に⽣活することができる社会を⽬指して
います。また、今後はさらに全社をあげて障がい者の雇⽤を積極的に推進してまいります。障がいのある従業員
が様々な職場で⾃分らしい強みを活かして、働きがいを感じながら成⻑できることが J I NSの⽬指す姿です。

育児休暇取得率

J I NSでは、⼈権を尊重し、社内外において、あらゆ
る⼈が固有に持つ、国籍、⼈種、⺠族、出⾝、社会
的⾝分、宗教、信条、年齢、性別、性⾃認、性的指
向、⼼⾝の障害、疾病などを理由とした差別や、性
的嫌がらせ、または他⼈に嫌がらせと誤解されるお
それのある⾏為をはじめ、相⼿に不快感を与える⾔
動など、個⼈の尊厳を傷つける⾏為は⼀切⾏っては
ならないと倫理⾏動規範にて定めています。

J I NSでは、2 0 3 0年における男⼥の育児休暇取得率1 0 0％を⽬標に掲げ、それに向けた環境整備を⾏っていま
す。働きやすい職場環境にするためには、育児休暇を取得しやすい環境整備も重要であり、今後は男性の育児
休暇取得推進の取り組みを強化していきます。2 0 2 1年8⽉期時点では、育児休暇取得率は⼥性9 6％、男性
6 . 6％です。⽅針

2030中期⽬標と進捗

2030中期⽬標と進捗

⼥性社員∕リーダー⽐率（JINS）
⼥性リーダー⽐率*

※対象：店⻑を含むリーダー、管理者

56.4% 38.6%

⼥性社員⽐率*

*2021年8⽉期実績
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⼥性 男性育児休暇取得者数 フルタイム復帰率*

100%

*2021年8⽉期実績

2030⽬標

23男性 100%%

2021進捗

100⼥性 100
*2021年8⽉期実績

%%

男⼥別育児休暇取得率

2021進捗
障がい者雇⽤率

105.9% 150%法定⽐
2030⽬標

*2021年8⽉期実績

2030⽬標

26.7% 30%

⼥性管理職の⽐率
2020進捗
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J I NSでは、多様な従業員が働きやすい環境を作るため、 LGBT研修、キャリア研修、⼥性活躍のための取り組
みなど、ダイバーシティを推進する様々な取り組みを⾏っています。また、ダイバーシティ推進を担う専任組織
を設置し、多様な価値観や発想を組織の⼒にすることで、新たな価値が創造される仕組み作りも進めていま
す。

ダイバーシティの推進体制

J I NSでは、⼥性が出産後も安⼼して仕事に復帰でき
るよう、様々な取り組みを⾏っています。復帰があた
りまえにできる仕組み作りとその⽂化をさらに普及
させ、育児と仕事を両⽴しながらも「働きやすい」
と感じられる会社になるよう、⽀援体制を整えてい
きます。従業員が出産や仕事復帰に関する不安を解
消できるように、対象者と真摯に向き合い、サポー
トをする取り組みをしてきた結果、2 0 2 0年現在では
「育児休業明け復帰率1 0 0％」を達成しています。

育児と仕事を両⽴しやすい環境づくり

⼥性管理職育成プログラム

J I NSでは、多様な⼈材が活躍できる職場環境の整備
に向けて、⼀般事業主⾏動計画を策定し、⾏動計画
に沿って計画的に推進していきます。⾏動計画上では
以下を⽬標に設定し、これらを達成するため、⼥性
向けキャリア形成⽀援研修‧階層別スキルアップ研
修の導⼊や、店舗の休暇制度の充実、男性の育児休
業制度の取得啓蒙を推進していきます。

①⼥性向けのキャリア研修の導⼊及び
対象者の受講率6 0 %達成

②⼥性の平均勤続年数を
男性の平均継続勤務年数の8 0 %以上に改善

③男性の育児休業取得率7％以上達成
（2 0 3 0年⽬標では1 0 0％達成）

働きやすい、フレキシブルな勤務制度
J I NSでは、2 0 1 8年より本部社員対象にフレックス
タイム制度を導⼊していましたが、よりフレキシブ
ルな働き⽅ができるよう2 0 2 0年よりコアタイムを廃
⽌し「スーパーフレックス制度」として運⽤開始し
ました。スーパーフレックス制度によって、育児‧介
護等が必要な従業員はもちろん、その他従業員も労
働時間が柔軟になることで、ライフスタイルにあっ
た効率のよい業務を⾏うことができ、より個⼈に
あった働きやすい環境を実現しています。

ダイバーシティ推進の⼀環として、 LGBT（性的マイ
ノリティ）に関して深く理解するとともに、あらゆ
る価値観を受け⼊れて働くことを認識し、⽇々の業
務の中で多様性を尊重した⾏動に繋げられるよう研
修を継続的に実施しています。研修内では、ダイバー
シティについての知識を持ち、従業員⾃⾝もその中
の⼀員であるという⾃覚を促しています。

LGBT研修の実施

J I NSでは、本社従業員が勤務時間中に、リラックス
し効率的に業務ができるよう、リラクゼーション
ルームを設置しています。そのために常勤でマッサー
ジサービスを提供する視覚障がいを持つスタッフを
雇⽤しています。また、ホールディングスでは障がい
者と健常者がチームを組んで農作業を⾏う企業
「 J I NS  n o r m a（ノーマ）」を設⽴し、新しい農業
経営の形の実現を⽬指す事業も⾏っています。J I NS  
n o r m aでは、障がい者も健常者もそれぞれ同じチー
ムのメンバーとして、チームで⼀体となって農作業を
⾏うという新しい運営⽅法を採⽤しており、チーム
農業が社名の由来となっているノーマライゼーショ
ンを実現し、新たな価値創造につなげてまいります。

サプライチェーンの労働管理 ー 従業員のダイバーシティ＆インクルージョン

国内の外国籍従業員⽐率 J I NSは、国籍にとらわれず多様な価値
観をもった⼈材が活躍できる組織を⽬
指し、外国籍従業員の採⽤と活躍⽀援
を⾏っており、2 0 3 0年までに国内の外
国籍従業員⽐率1 0％を⽬指していま
す。従業員ひとりひとりの⼈間性が尊
重され、存在が認められ、歓迎されて
いる、と感じてもらえる職場環境づく
りと⾵⼟醸成を⾏っていきます。

PRIDE指標

J I NSは、性⾃認及び性的指向等にかかわらず多様な価値観を持った従業員が働きやすく、個々の能⼒を最⼤限
発揮させられる就業環境を整えていきます。そのためにLGBTQ（性的マイノリティ）への取組みの評価指標
「PR I D E指標」を基準に環境整備を推進。2 0 2 1年8⽉期時点では「ブロンズ」に認定。2 0 2 3年にはPR I D E指
標最⾼位の「ゴールド」を⽬指します。

2030中期⽬標と進捗

2030中期⽬標と進捗

⼥性の活躍を⽀援する活動

⼥性の活躍を⽀援する活動

障がい者の雇⽤

性的指向や性⾃認の多様性尊重

障がい者の新たな雇⽤創出

2021進捗
国内の外国籍従業員⽐率

2.8% 10 %

2030⽬標

*2021年8⽉期実績
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従業員の労働安全衛⽣と健康経営

国内グループ内の重⼤事故ゼロ

従業員向け倫理⾏動規範

⼤切な従業員の健康や⾝体の安全を守り、常に従業員に寄り添った会社であり続けるため、私たちは「国内グ
ループ内の重⼤事故発⽣数を0件に」という⽬標を掲げ、これからも従業員の⼼⾝の健康、コンプライアンスの
徹底、労働災害の未然防⽌に努めていきます。不安全⾏動を原因とする労働災害に対しては、マニュアルや作
業⼿順の遵守を徹底し、教育制度を整備させることで災害を起こさせない環境体制づくりを推進。⼼の病から
発⽣する労働災害については、産業カウンセラー資格保有者らによる衛⽣委員会や、各店舗の衛⽣推進者によ
る従業員とのコミュニケーションなど、予防策を講じています。また、内部通報窓⼝を通して、違反⾏為や当
事者が違反と気付かずに⾏っている⾏為を初期段階で察知して不正を防⽌。グループ各社‧各事業所内で発⽣
した労働災害や疾病は徹底的に原因を追及‧分析し、その結果を社内で共有して再発防⽌に繋げています。
J I NSでは従業員のウェルビーイングを追求して、⼀⼈ひとりの⼼⾝の健康維持に努めていきます。

他社∕他国を牽引する、先進的な勤務体系と定年撤廃

J I NSは、⽣産性の⾼い先進的な勤務体系を備えた組織を作り上げることで、社会全体の経済活動に変化をもた
らし、地球環境と共存できる新しい社会をつくりだす起点となることを⽬指しています。そのために、従業員
それぞれが責任を持ち、業務にコミットメントすることができ、多様な価値観を尊重し合える就業環境の整備
を進めていきます。

安全で健康的な職場環境を提供するため、産業カウンセラーの資格保有者が参加する衛⽣委員会を社内に設置
し、従業員向けにカウンセリングなどの⽀援や、従業員が健康管理に取り組めるように⼼⾝の健康に関する情
報発信を⾏っています。また、法令に基づき各店舗で店⻑を衛⽣推進者として選任し、店舗における安全衛⽣
活動の推進を⾏っています。

安全衛⽣の管理体制

従業員による外部機関への告発や、外部からの強制的な摘発、あるいは外部からのボイコットや批判によって
ではなく、 J I NSが⾃らの⼒で、従業員の⼒を得て、不公平な商習慣、違法⾏為、問題ある取引等を早期発⾒し、
主体的に解決することを⽬指すため、「コンプライアンス‧ホットライン」（内部通報窓⼝）を管理本部内、
および外部弁護⼠事務所内に設置し、倫理上の懸念の報告‧相談を受け付けています。これにより、違反⾏為
の初期段階での察知、当事者が違反と気付かないまま⾏っている⾏為の指摘などを⾏うことができ、不正の未
然防⽌に貢献しています。

J I NSでは、社内通報窓⼝や社外窓⼝（弁護⼠）による通報の仕組みに加え、通報者の匿名性をより徹底する
ために、2 0 2 1年より通報者の電話番号、メールアドレスを⼀切保有しない完全匿名の通報システム
「AN O N I MA」を導⼊しました。これまでも社内通報窓⼝に加え社外窓⼝を設けて匿名通報に配慮してきまし
たが、今後海外⼦会社やサプライヤーにも導⼊を進め、グローバルでの内部統制強化を図り、グループ各社‧
各事業所内で発⽣した問題の原因を追及‧分析し再発防⽌に繋げます。

ホットライン
（内部通報窓⼝）の設置

J I NSでは、「ジンズグループ倫理⾏動規範」を定めています。全従業員が⽇常の活動において、国際規範、各
国‧地域で適⽤される法令、および社内規則等を遵守することはもとより、⾼い倫理観と良識をもって⾏動す
るための規範となっています。これを社内外におけるあらゆる活動の拠り所として、責任ある⾏動をとるため
の指針となっています｡

サプライチェーンの労働管理

⽅針

2030中期⽬標と進捗

安全衛⽣の体制と活動
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―⼈間関係・コミュニケーションに関する相談
―ハラスメントの疑い、労務問題などに関する相談

―不正・モラル・その他のコンプライアンス違反の疑いに関する相談
―その他

カテゴリ別通報件数(件)

*数値は各8⽉期換算
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J I NSでは、労災事故を予防するeラーニングの学習コンテンツを作成‧展開しています。コンテンツは実際に
店舗で発⽣した過去事例をもとに作成されており、労災の基礎知識に加え、実務的な事例を学べるものとなっ
ています。 2 0 2 1年現在、学習完了率は約9割に到達しています。 今後は動画コンテンツなども活⽤し更なる
理解と予防に努めていきます。

3 2

テレワーク推進と労働時間の削減

昨今の社会情勢を考慮し、本社従業員を対
象者としてテレワークを推進しています。
より柔軟な働き⽅を⽬指すだけでなく、緊
急時にも事業を途切れさせずに継続させる
ため、出社せずに従業員が各⾃で業務遂⾏
できる仕組みづくりや、Wi - F i環境やデス
ク、椅⼦等の在宅勤務のための環境整備を
する費⽤の補助や、インターネット料⾦や
光熱費等を補助するための在宅勤務奨励⾦
を⽀給するなど、B C P対策としても進めて
います。また、労働時間に関しては常時モ
ニタリングし、⻑時間労働に対しては適宜
対応しています。⻑時間労働が常態化しな
いよう、個別事例として当該従業員に上司
が対応するのはもちろんのこと、全社的に
適切な勤怠管理の仕組み構築に努めていま
す。

従業員の⼼⾝の健康維持と増進のための取り組みとして、健康診断の受診促進、産業医‧保健師による有所⾒
者への健康指導のほか、予防接種の助成、休職者の職場復帰⽀援などを実施しています。また、チャットやテ
レビ電話を使って、従業員が医師に⾃分⾃⾝や家族の健康‧医療に関する相談ができるサービスも導⼊してい
ます。さらに、本社従業員が勤務時間中にもリラックスし、効率的に業務ができるようリラクゼーションルー
ムを設置。従業員の健康維持に貢献できるよう、ウェルビーイングを追求して、従業員の⼼⾝の健康維持に努
めていきます。

⼼⾝の健康管理のための施設整備

全社員の平均⽉間残業時間の推移

労災を予防する施策

J I NSでは、従業員のQ O L（⽣活の質）を⾼めるための様々な取り組みを継続的に⾏っています。⾃社商品の
社員割引制度や、会員制ワークスペース「T h i n k  L a b飯⽥橋」をすべての従業員が⾃由に使える制度、年に1
回⾏われる決起会での表彰制度など、福利厚⽣を含めた制度の実施およびさらなる充実に努めています。さら
に定期的に従業員満⾜度調査を⾏っており、その結果を速やかに全マネジメントへ共有して経営に反映し、従
業員の働きやすい環境づくりを進めています。

従業員のQOLを⾼める制度

サプライチェーンの労働管理 ー 従業員の労働安全衛⽣と健康経営

働き⽅改善と健康経営の活動
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⼈材資源開発

従業員のエンゲージメント

⼈材開発⽅針

J I NSでは、従業員全員が世界⼀の
熱意を持って活躍できる組織を⽬
指し、従業員エンゲージメントを
継続的に⾼めていきます。

従業員⼀⼈ひとりによる社会貢献の⽀援制度化
社会に貢献する社内ベンチャーの育成

J I NSで働く従業員が、クリエイティブな発想で新しい変⾰を⽣み出す⼈材に成⻑できるよう、2つの取り組み
を推進していきます。ひとつは、全国各地にいるすべての従業員が社会貢献活動にコミットすることを⽀援す
る制度を設けることです。現在、店舗が主体となって地域課題の解決に取り組む事例が⽣まれています。もう1
つは社内ベンチャーの育成です。社会に貢献する事業を⽣み出す強固な組織を作るために、社内起業の⽀援や
それに関わる⼈材の育成を強化していきます。

J I NSでは、さまざまな従業員の就業環境整備やダイ
バーシティ推進の⼀環として、さまざまな従業員研
修を⾏っています。メガネの販売スキル教育、ビジ
ネススキル向上研修、外部有識者による専⾨性の⾼
い講演会なども⾏っています。

‧⼊社研修
会社のビジョンの理解やマインドの醸成に加え、店
舗で働くためのメガネ販売に関する実践的知識‧ス
キルを学びます。

‧メガネの販売スキル教育
O J Tを主体とした接客やメガネ作成の教育です。

‧本部社員向け研修
マネジメント研修から、新⼊社員研修、コンプライ
アンス研修や情報セキュリティー研修など。

‧⼥性キャリア研修
外部有識者とともに、過去のキャリアを振り返って
⾃⾝の強み‧価値観を整理したり、仕事とプライ
ベートの両⾯から今後の理想の姿を考えます。

‧キャリアチャレンジ制度
社内で新たなキャリアに挑戦するための制度。半期
ごとに複数職務から希望のものに応募でき、店舗で
は培えない知識やスキルを学びます。

‧ジョブチャレンジ制度
社内で様々な職種に挑戦する制度。企画単位で本部
業務に参画することで、主務である店舗業務を⾏い
ながら、業務‧経験の幅を広げることができます。

社員のキャリア開発∕研修制度 社員へのビジョン浸透施策

J I NSでは、従業員ひとりひとりへのより深いビジョ
ン浸透のためさまざまな取り組みを⾏なっています。
⼊社時のブランド研修や、決起会、社内向け外部⾒
識者講演などに加え、社内向けオウンドメディア
「 J I NS  PE O PL E」を⽴ち上げ、ビジョンを体現す
る具体的な事例を共有しています。また従業員への
インタビューやワークショップを実施し、常に従業
員がビジョンを意識し続ける環境づくりを推進して
います。

⾼齢者や障がい者への適切な応対やマインド習得を
⽬指して、社員が「ユニバーサルマナー検定3級」を
取得しました。ユニバーサルマナーとは、⼀般社団
法⼈⽇本ユニバーサルマナー協会（⼤阪府⼤阪市、
代表理事：垣内俊哉）が提唱している概念で、⾃分
とは違う誰かのことを思いやり、適切な理解の下、
サポートをさりげなく実践することを意味します。
J I NSは誰もが快適に居⼼地の良い時間を過ごしてい
ただける店舗づくりを⽬指し、店舗や社内へユニ
バーサルマナーを広げていくきっかけにしたいとの
思いから検定を実施しました。

ユニバーサルマナー検定の受講

J I NSでは、従業員のことを「クリエイター」と呼び、クリエイティブな発想で新しい変⾰を⽣み出す⼈材と捉
えています。組織の成⻑を促すために研修や実務を通した成⻑機会を提供し、クリエイターが⾃⼰の成⻑に責
任を持ち⾃律的に学び続けられる環境を整えています。⼈材育成の基本として実務研修（O J T）と、知識を補
完するために座学（O f f - J T）を⾏っています。クリエイターの成⻑のために、インプットとなる研修制度とア
ウトプットを評価する⼈事制度を整備し、クリエイターがより早くプロフェッショナルになれるよう仕組みづ
くりをしています。

サプライチェーンの労働管理

⽅針

2030中期⽬標と進捗

主な活動

2021進捗
エンゲージメントの⾼い従業員⽐率

- -% 25%

2030⽬標

eNPS

-52% -30%
*2021年8⽉期実績
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サプライチェーンの
⼈権‧労働管理 サプライチェーンでの重⼤事故ゼロ∕

サプライチェーンの継続的なモニタリングと不当労働や事故の徹底排除

サプライチェーンの労働⽅針∕⾏動規範

J I NSでは、サプライヤーに対して、調達プロセスの透明性向上、労働環境改善、⼈権尊重、環境保全、安全衛
⽣、品質、情報セキュリティ管理、コーポレートガバナンスなどの徹底を共有し、不当労働や事故の徹底排除
を⽬指します。そのために、サプライヤーに対して、独⾃の評価プログラムによる事前監査を実施しています。
また、定期的なサプライヤーへの現地訪問を⾏いモニタリング調査し、E S G課題の管理と改善を促していま
す。

奴隷労働および⼈⾝取引防⽌⽅針
J I NSは、国連⼈権章典や国連グローバル‧コンパクトに基づき、⼈権デュー‧ディリジェンスを進め、サプラ
イチェーンの⼈権課題への対応を進めます。奴隷労働や⼈⾝売買に関与することを許さず、そうした関与が懸
念される企業や⽣産者との関わりを持たないとともに、さまざまな⼈権課題に関して継続的なリスクアセスメ
ントを実施しています。

児童∕強制労働防⽌⽅針

J I NSでは、サプライチェーンにおける児童労働および強制労働を禁⽌しています。J I NSでこれまで児童労
働‧強制労働は確認されておりませんが、今後も児童労働‧強制労働が発⽣しないよう、サプライヤーにおい
て各国の法令遵守を徹底するとともに、定期的なモニタリングを実施していきます。サプライヤーに対しては、
従業員採⽤時に公的⾝分証明書の提⽰を義務づけるなど、児童労働防⽌のための施策を講じるように求めてい
ます。これからも、社会的に脆弱な⼈々の権利を尊重して、サプライヤーへ強制労働防⽌等の徹底を求めてい
きます。

J I NSでは、サプライチェーンにおいても「Ma g n i f y  L i f e」の実現を⽬指しています。サプライチェーン全体
をサステナブルなものにするため、調達プロセスの透明性向上、労働環境改善、⼈権尊重、環境保全、安全衛
⽣の徹底、などにお取引先の皆様とともに取り組んでいます。今後も責任ある調達を⾏い持続可能な社会づく
りに貢献していきます。

サプライチェーンの労働管理

⽅針

2030中期⽬標と進捗
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J I NSでは、主要取引先⼯場を対象に、ガバナンス、品質、環境、⼈権、労働、安全衛⽣、公正取引、情報セ
キュリティなどの項⽬について、独⾃チェックシートによる事前調査および定期的なモニタリングを⾏ってい
ます。この調査をさらに改良‧進化させるため、取引先⼯場に対して独⾃のE S G評価チェックシートを配布し、
⾃⼰評価をしてもらった上で、各項⽬をチェックし取引先のスクリーニングを⾏っていくことで、より適正な
⼈権‧労働管理が⾏われた取引先選定を⾏っていきます。

サプライヤーの事前調査と選定基準

取引先の労働環境に関する事前の調査に加えて、独⾃の選定基準を元に⼯場訪問時に活動内容をモニタリング
調査しています。これらの調査‧評価を元に⼯場と対話を⾏い、課題があれば改善に向けての話し合いを実施
しています。

サプライヤーの労働管理体制

労働モニタリング評価結果

児童労働∕不当労働を防⽌する施策

J I NSで働く全ての⼈々の労働‧⼈権に関わる権利を守るため、サプライヤーに対する監査項⽬の中で「強制労
働の禁⽌」「児童労働の禁⽌」「⾮⼈道的な扱いの禁⽌（法順守、最低労働条件、労働者派遣）」「差別の禁
⽌（法順守、男⼥雇⽤の機会均等、障がい者の雇⽤）」などについて細かく設定し監査を実施しています。

J I NSでは、サプライヤーを対象に、独⾃のE S G評価プログラムで定期的な労働モニタリングを⾏っています。
評価⽅法は、チェックシートに基づいて⼯場側が⾃⼰評価をした上で、J I NS担当者が⼯場を視察。 J I NS側で
も同じチェックシートで評価を⾏い、⼯場ごとのスコアリングを⾏います。各項⽬をチェックし取引先のスク
リーニングを⾏っていくことで、より適正な⼈権‧労働管理が⾏われた取引先選定を⾏っています。

サプライチェーンの労働管理 ー サプライチェーンの⼈権‧労働管理

管理体制



JINS Sustainability Report 2021

About us 今年のトピックス 環境配慮 ヘルスケア 付録サプライチェーン 社会貢献 ガバナンス製品とサービスビジョン

3 6

安⼼の製品とサービス

妥協ゼロの品質管理
ー品質基準の⽅針
ー品質管理体制
ー品質管理の取り組み
ー万⼀の際の対策

情報セキュリティとプライバシー保護
ー各種⽅針
ー情報セキュリティ体制
ー情報セキュリティ強化の取り組み

お客様への安⼼サポート
ーお客様対応⽅針
ー商品の保証とアフターサポート体制
ーお客様のご意⾒の反映
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妥協ゼロの品質管理
品質管理体制

妥協ゼロの品質基準

J I NSでは、製品実現および品質保証に関する要求事項に、品質保証体系が適合し、かつ維持している事を確認
するため、品質管理規定（ J Q C S）を作成しています。

‧品質⽅針
「会社⽅針」「事業部⽅針」に基づき、品質保証
チームが「期の品質⽅針」を定めています。各メン
バーがPD C A⽅法で業務活動を⾏いチーム品質⽅針
の達成を図っています。

‧ J Q C Sの改訂
品質保証チームの業務最適化のため、 J Q C Sを定期
的に点検し、必要に応じて改訂しています。品質保
証チームに所属する全てのメンバーも、業務改善や
効率化の必要を認めた場合、属⼈的な業務改善を⾏
うのではなく、速やかに J Q C Sの改訂を提⾔し、各
⽂書内容の最適化を図ることを義務付けています。

‧管理対象
品質保証チームが取り扱う全ての商品および⽇常業
務を管理対象とし、全ての業務はJ Q C Sに依拠して
遂⾏しています。

‧ J Q C Sの管理者と被管理者
J Q C Sの管理者は品質保証チームリーダーとし、 品
質保証チームに所属する全てのメンバーは品質保証
チームリーダーの指揮の下、 J Q C Sによる業務の仕
組み化を⽬指して業務を遂⾏しています。

‧品質管理の役割分担
「品質保証業務フローチャート」（管理番号 : J Q C S -
1 - 0 2）に基づき、商品企画からアフターサービスま
で、品質保証チームと関連部署および製造⼯場の役
割分担を明確にしています。また、「品質保証チー
ム組織図」（管理番号 : J Q C S - 1 - 0 3）に基づき、品
質保証チーム各メンバーの役割分担を明確にしてい
ます。

お客様の⼿に届く製品を通じて、お客様の⽣
活をより豊かなものにするため、 J I NSは常に
「妥協０」で品質の向上に取り組んでいま
す。 J I NSの品質基準は、世界中のメガネメー
カーが準拠する I S Oの国際規格※だけでな
く、⽇本⼯業規格が定めた旧 J I S規格や J I NS
独⾃基準を含め、最⼤2 0項⽬におよぶ検査と
⼈の⽬による最終検品⾏程を実施していま
す。（※国際規格 I S O 1 2 8 7 0他）
また、様々な計算⽅法がある「ブルーライト
カット率」では広く世界で使われている「E N
規格」（欧州統⼀規格）を採⽤。厳しい基準
の中で世界標準のモノづくりを⾏っていま
す。

安⼼の製品とサービス

⽅針

体制
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J I NSでは、品質をより⾼めるために、品質保証のグローバル調査機関などの第三者機関による品質安全性確認
を⾏っています。第三者による品質保証を⾏うことで、製品の安全性や、製造プロセスの信頼性向上に努めて
います。

第三者機関による品質安全性の確認

製品の不具合が発覚した場合、お客様からの問い合わせ件数や店舗の不良登録数、各種機関からの問い合わせ
件数を品質保証チームでとりまとめ、定量的評価基準である予想発⽣頻度、および予想発⽣危害程度を算出し
ます。その後、「リスク委員会」で定量評価基準の妥当性を追認し、以下A）〜C）の⼿順で最終意思決定を
⾏っています。

A）担当役員の判断
リスク委員会における判断について、「リコールに関する経営判断の検討要素」も勘案した上で追認し、経営
会議に上程する。

B）第三者専⾨家（弁護⼠、学識者、消費者団体等）のセカンドオピニオン、⾃社の「製品回収実施基準」、
「製品回収に関する定量的評価基準」等の妥当性、本件事例に関する評価の妥当性、リコールの是⾮や内容の
判断の妥当性について第三者意⾒を取り付ける。

C）経営者の最終判断
上記、第三者のセカンドオピニオンも踏まえ、最終的な意思決定を⾏う。

商品⾃主回収時の対応完成商品の出荷前検品とその監査

J I NSでは、⾃社で定める品質管理規定に従って製造した製品に対し、⼯場で出荷前に検品を実施し、品質保証
部⾨が、要求する品質が満たされているかを判定し、製品の品質保証を担保しています。品質保証チームのメ
ンバーの中から検品管理者を選任し、受⼊検品業務の監督に当たるとともに、外部に委託した受⼊検品を⾏う
場合は、外部委託検品員が J Q C Sおよび J Q RSを⼗分に理解した上で業務に従事できるよう管理体制づくりを
⾏っています。

安⼼の製品とサービス ー 妥協ゼロの品質管理

品質管理の取り組み 万⼀の際の対策
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情報セキュリティと
プライバシー保護

情報セキュリティ体制

セキュリティ∕プライバシーポリシー

J I NSでは、組織的な情報セキュリティ対策を⾏うために「情報セキュリティ委員会」を設けています。情報セ
キュリティの対策状況の把握、指針の策定‧⾒直し、情報共有を図ることを⽬的として、情報セキュリティに
関わる議題を議論‧共有する場とし毎⽉開催しています。J I NSにおける情報セキュリティの⽅針‧企画‧⽴案
及び計画を検討し、その計画に則って情報セキュリティをマネジメントするよう努めています。

J I NSでは、情報セキュリティの強化と徹底を通じ、企業価値と社会的信頼の向上を図るべく、「情報セキュリ
ティ規程」を定め運⽤しています。また規程の下に、「情報セキュリティ管理‧運営ガイドライン」を設定。
2 0 2 1年8⽉には⼤幅な改訂を⾏い、全社の情報セキュリティレベル向上に取り組んでいます。

情報セキュリティの社内規程

J I NSでは、従業員に対して定期的に情報セキュリ
ティ研修を⾏っています。中途⼊社の際には毎⽉の⼊
社時、エリアディレクターおよび店⻑には年次で実
施しています。情報セキュリティ委員会メンバーに対
しては、毎⽉他社や⽇本を含めた海外の最新動向や
事例共有を⾏い、情報セキュリティへの意識を⾼め
ています。

情報セキュリティ研修の実施 情報セキュリティの対策強化

J I NSでは、情報資産の機密性‧安全性を維持するた
めにセキュリティレベルの向上に取り組んでいます。
情報セキュリティをより⼀層強化するため、2 0 1 7年
には I Tガバナンス室を設置し、現在はガバナンス本
部 I Tデジタルガバナンス室として、全社の情報セ
キュリティ管理をはじめ、さまざまなセキュリティ
に関する業務を⾏なっています。

近年、世界的に増加している情報セキュリティ問題や、個⼈情報保護法などによる情報管理の厳格化が進む中
で、 J I NSでも情報セキュリティへの取り組みを強化しています。その統括管理を⾏う情報セキュリティ委員会
では「情報セキュリティポリシー」や「情報セキュリティ規程」に加えて、「情報セキュリティ管理‧運営ガ
イドライン」を設け、情報セキュリティレベル向上に向けた⽅針と⽅法を規程し、運⽤しています。

安⼼の製品とサービス

⽅針

体制

体制

情報セキュリティ強化の取り組み
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お客様への安⼼サポート

お客様対応⽅針

J I NSでは、お客様に気持ちよくアイウエアを使って頂けるように、ご購⼊いただいたアイウエアすべてに対
し、⼀定の保証サービスを⾏っています。店舗でもオンラインショップでも、 J I NSでお買い上げのメガネであ
れば、全国の J I NS店舗にて下記のサービスを無料でご利⽤いただけます。

お客様への⼿厚い保証

J I N Sの安心保証

お渡し⽇より 6ヶ⽉以内であればフレーム‧レンズ合わせて 2回までを保証。

※⼀部商品については保証対象外とさせていただいております。詳しくは各商品の商品説明にてご確認ください。
※保証対応は⽇本国内のみです。

フレーム（品質保証） レンズ（見え方保証）

保証期間中に商品不備が原因で
破損が⽣じた場合。但し、同⼀
の商品在庫がない場合は同類商
品で代替えいたします。

⽇常使⽤において⾒え⽅に不具合が
⽣じた場合、保証対応いたします。
ご来店の際は必ず保証書をご持参く
ださい。処⽅箋作成の場合は新しい
処⽅箋をお持ちください。

3つの無料サービス
店舗でもオンラインショップでも、 J I N Sでお買い上げのメガネであれば

全国の J I N S店舗にて無料のサービスをご利⽤いただけます。

1 .視力測定 2 .フィッティング（調整） 3 .ノーズパッド・丁番ネジの交換

全国の J I N S店舗では視⼒測定を無
料で承っております。度数情報を調
べたいときなどお気軽にご相談くだ
さい。ただし、下記の⽅は眼科での
処⽅箋作成をおすすめしています。

‧初めてメガネを作成される⽅
‧中学⽣以下の⽅
‧眼病などにより視⼒の出にくい⽅

商品のお渡し後、いつでもお顔に
合わせて再調整いたします。お気軽
にお近くの J I N S店舗で
ご相談ください。

ノーズパッド‧丁番のネジが緩んだ
り外れてしまった場合は、無料でネ
ジの締め込み‧新しいものとの交換
を
いたします。

※商品によって承ることができない
場合がございます。
※⼀部有料のパーツがございます。

お客様からのご意⾒による改善

「お客様の声に誠実に⽿を傾け、⾼品質で安全な価値ある商品を開発‧提供する」というポリシーのもと、
⽇々の問い合わせでいただくご意⾒は、随時集計し各担当者へフィードバックしています。内容によっては即
座に各担当者へ共有の上のうえ対応しています。

J I NSでは、お客様にとってわかりやすい料⾦体系を
⽬指し、フレームとレンズをセット価格として提供
しています。また、店舗にてご購⼊いただいた商品
は、最短3 0分でお客様の⼿に渡ることを⽬指し、ご
提供までの準備フロー改善や、店舗のスタッフ教育
を⽇々⾏っています。また、お客様からのお問い合わ
せやご指摘等に対して、迅速‧丁寧に対応して、お
客様満⾜度の向上を常に⽬指しています。

安⼼の製品とサービス

⽅針

お客様のご意⾒の反映

商品の保証とアフターサポート体制
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ヘルスケア‧イノベーション

⽬を守るアイウエアの開発
ー産学連携も含めた開発
ーブルーライトカット
ーバイオレットライト
ー花粉‧⾶沫対策

アイウエアを起点にした新たな事業展開
ー J I NS  ME ME
ーT h i n k  L a b
ーT h i n k  L a b  H o me

すべての⼈のアイライフ⽀援
ー近視予防フォーラムへの協賛
ー⾒る育講座



JINS Sustainability Report 2021

About us 今年のトピックス 環境配慮 ヘルスケア 付録サプライチェーン 社会貢献 ガバナンス製品とサービスビジョン

4 2

⽬を守るアイウエアの開発

ブルーライトから⽬を守る JINS SCREEN（ブルーライトカットレンズ）

産学連携も含めたアイウエア開発

ヘルスケア‧イノベーション

現代⼈は知らず知らずのうちに、スマートフォンや
パソコンなどの様々なデジタルデバイスから、⾝体
への影響が懸念されるブルーライトを浴びています。
J I NS  S C RE E N  はブルーライトを⼿軽にカットでき
るレンズです。レンズの透明度が⾼く、⾃然な⾒た
⽬で馴染みやすく、職場や家庭といった⽇常の⽣活
シーンでも気軽にご使⽤いただけます。

デジタルデバイスの普及によって、私たちが1⽇の間
にテレビやスマートフォンをはじめとするブルーラ
イトを発するメディアに接触する機会は⽇々増加し
ています。

J I NSのブルーライトカットレンズは、レンズから直
接⼊る光だけでなく、レンズ裏⾯への反射で⽬に
⼊ってしまう光も効果的に軽減させるレンズとなっ
ています。これも、⽇々テクノロジーとデザインを追
求し続ける J I NSだからできること。⾼品質なブルー
ライトカットレンズを、ぜひご利⽤ください。

あらゆる場⾯で⽬を守る「 J I NS  PRO T E C T」シ
リーズは、花粉、⾶沫、乾燥などから⽬を守るため
の、ヘルスケア商品として開発し販売しています。
従来からの花粉カットや保湿タイプに加えて、2 0 2 0
年1 2⽉にはフラッグシップモデルとなる「 J I NS  
PRO T E C T  PRO」を発売。すべてのフレームに抗
菌加⼯を施し S I AA認証を取得いたしました。

気になる花粉‧⾶沫から⽬を守る JINS PROTECT

太陽光不⾜から⽬を守る JINS VIOLET＋（バイオレットライト透過レンズ）

⽬に必要と⾔われる光、バイオレットライトは太陽
光の⼀部（波⻑3 6 0〜4 0 0 n m）で、紫外線とブルー
ライトの間に位置する光です。現在流通しているメ
ガネ‧コンタクトレンズ、⾞‧住宅‧オフィスなど
の窓ガラスには「U V 4 0 0」「U Vカット」と表⽰さ
れている商品も多く、これらは紫外線だけでなくバ
イオレットライトもカットされてしまっています。

そこで J I NSは、バイオレットライトを取り込む新しい設計のレンズ「 J I NS  V I O L E T＋」を開発しました。バ
イオレットライトの波⻑領域を選択的に透過し、バイオレットライトを適切に取り⼊れられる環境を提供しな
がら、紫外線やブルーライトはカットする独⾃設計「光オプティマイザー」を採⽤した⾰新的なレンズです。

J INSは、社内にR＆D（研究開発）室を設け、パー
トナー企業や⼤学教授、専⾨医などと協⼒しながら
これまでにない商品‧サービスを⽣み出し、アイウ
エアの可能性を広げる研究を続けています。
ブルーライトをカットする「J INS  S C RE E N」や、
センシング‧アイウエア「J INS  M E M E」、⽬に必
要と⾔われているバイオレットライトを取り込むレ
ンズ「J INS  V IO L E T＋」など数々のイノベーティブ
な商品が産学連携プロジェクトから⽣まれています。

主な活動

※ 1  ブルーライトカット率は E N  I S O  1 2 3 1 2 - 1 ; 2 0 1 3に基づき算出。 J I N S  V I O L E T +のブルーライトカット率は 1 5 %
※ 2  バイオレットライト透過率は 3 6 0 ~ 4 0 0 n mの平均値。 J I N S  V I O L E T +のバイオレットライト透過率は 6 5 %
※ 3  紫外線カット率は J I S  T  7 3 3 3 ( 2 0 0 5 )に基づき算出。 J I N S  V I O L E T +の紫外線カット率は 9 2 %。

紫外線の中で避けるべきとされている波⻑域 ( U V - B )は 9 9 %以上。
※ 4  J I N S  V I O L E T +は 屈折率 1 . 6 0、中⼼⾁厚 1 . 9 m mにて測定。通常レンズは屈折率 1 . 6 0、中⼼⾁厚 1 . 6 m mにて測定。
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アイウエアを起点にした
新たな事業展開

アイウエア事業から新たな領域への展開 Think Lab ⼀⼈で深く考えるためのソロワーキングスペース

アイウエアを通したヘルスケアの実現 JINS MEME ⾒るから、知るへ。

「T h i n k  L a b」は、「世界で⼀番集中できる場所」
をコンセプトとするソロワーキングスペースです。集
中⼒を測定できるメガネ型デバイス J I NS  ME MEの
研究から明らかになった「オフィスは集中出来な
い」という課題に対して、2 0 1 7年に J I NSの東京本
社に開発されたワークスペースをきっかけに、ひとり
で深く集中する”D e e p  T h i n k ”を可能にする空間を
企画‧運営しています。⼈体データを元に空間設計
をしていくスキームで、オフィス内にT h i n k  L a bを
導⼊する企業が増加。昨今では、テレワーク時代に
沿ったB to C型のソロワーキングスペースとして汐
留‧銀座に店舗を展開し、在宅勤務⽤プロダクト
「T h i n k  L a b  H O ME」も販売しています。

時代を踏まえた事業の柔軟な進化 Think Lab Home テレワークでも、最⾼の集中を。

「どこでも簡単に、集中できる書斎」をコンセプトとする「T h i n k  L a b  H O ME」は、ひとりのためのソロ
ワーキングスペース「T h i n k  L a b」の集中ブースをモデルに開発された、家庭⽤のD e e p  T h i n k（集中）デ
スクです。これまでのT h i n k  L a bの集中研究の知⾒をもとに、ブースの広さ、仕切りの⾼さなど、細部にまで
こだわり、限られたスペースであっても⾃宅を居住の場と仕事の場に分けることが可能です。

2 0 1 5年に誕⽣した J I NS  ME ME（ジンズ ミーム）は、独⾃開発した3点式眼電位センサー（特許取得済）や6
軸モーションセンサーを搭載したメガネ型ウエアラブルデバイス。2 0 2 1年1 0⽉にはデザインやアプリの機能‧
サービスを更に進化させ、⼤幅アップデートしました。センサーで取得したデータから、B O DY（カラダ）、
MI ND（ココロ）、B RA I N（集中）の状態を専⽤アプリで可視化。メンテナンスコンテンツでより良い状態へ
導きます。働き⽅や⽣活様式の変化で、⼼⾝の健康を⾃分⾃⾝でマネジメントすることが必要とされる時代
に、 J I NS  ME MEが“ココロとカラダのセルフケアメガネ”としてサポート。これまでの機能性アイウエアの概
念を超え、ヘルスケアを実現するセンシング‧アイウエア市場の創造に挑戦していきます。

ヘルスケア‧イノベーション

主な活動

また、ブースの素材は9 9％古紙‧⽊材繊維を原料と
したサステナブル素材を使い、環境負荷の少ない物
作りをしています。⾦属やプラスチックの使⽤を最
⼩限に留め、強度や耐久性に優れた特殊なダンボー
ル素材等を採⽤しています。



JINS Sustainability Report 2021

About us 今年のトピックス 環境配慮 ヘルスケア 付録サプライチェーン 社会貢献 ガバナンス製品とサービスビジョン

4 4

すべての⼈のアイライフ⽀援

近視予防フォーラムへの協賛

⾒る育講座∕
Tech Kids Schoolとの
共同プロジェクト

J I NSは“未来を創造していく⼦どもたちの⽬を守る”ことをテーマに、株式会社C A  T e c h  K i d sが運営する⼩
学⽣向けプログラミング教室T e c h  K i d s  S c h o o lとの取組みを⾏っています。現代の⼦どもたちは、デジタル
機器を⽇常的に使⽤する機会が増え、2 0 2 0年度から⼩学校でのプログラミング必修化が決まっているなど、⽬
を取り巻く環境が、これまでの世代と⼤きく変化しています。 I C T教育に興味を持ちながらも⽬に対する影響
を不安に思っている親⼦に対し、J I NSは、“未来を創造していく⼦どもたちの⽬を守りたい”という想いでこれ
までの知⾒を活かし、T e c h  K i d s  S c h o o lの協⼒の下、啓発活動を実施、すでに2 9 0 0⼈以上の⼦どもたちに
⽬と光について学ぶ機会を提供しました。

『近視予防フォーラム』（h t t p s : / /m y o p i a - p re ve n t i o n . j p）は、この現状を踏まえ、近視の正しい理解
と、そして幼少期‧学童期から成⻑期、成⼈の近視進⾏予防につながる知識を、広く社会に伝えるための⽀
援、普及、啓発活動を⾏うことを⽬的として、2 0 2 0年6⽉2 2⽇（⽉）に発⾜されました。 J I NSでは同⽇より、
「近視予防フォーラム」の趣旨に賛同し、協賛企業となりました。

※：Yo t su k u ra  E ,  To r i  H , …  Tsu b o t a  K .  J AMA O p h t h a l mo l ,  2 0 1 9  Au g

ヘルスケア‧イノベーション

近視⼈⼝は世界的に増加しており、特に中国、⾹港、台湾、シンガポール、韓国といったアジア地域での増加
が顕著です。⽇本でも、2 0 1 9年に東京都内の⼩学⽣と中学⽣それぞれ約7 0 0⼈を対象とした近視疫学研究が慶
應義塾⼤学医学部眼科学教室の近視研究チームにより⾏われ、⼩学⽣では7 6 . 5％、中学⽣では9 4 . 9％が近視と
の研究結果が報告されました。さらに中学⽣では、9割のうちすでに約1割が強度近視に進⾏していることも報
告されています※。⼀⽅で近年、「屋外で遊ぶ時間が⻑い⼦どもは近視になりにくい」「太陽光が近視予防に
有効」などの、⽇常⽣活で取り⼊れられる予防法も分かってきており、⼦どもたちを取り巻く環境を⾒直す重
要性も⾼まってきています。

主な活動
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社会への貢献

地域共⽣と活性化
ー群⾺∕前橋への貢献活動
ー全国への店舗展開
ー地域農業への貢献
ー地元アーティストの起⽤

⼦どもたちの未来への取り組み
ー教育‧教材の適⽤
ー⽬の健康に関する講座提供
ー職業体験授業のサポート

災害地域や途上国の⽀援
ー災害時復興⽀援
ー災害時におけるメガネの寄贈
ー発展途上国への寄贈

社会のダイバーシティ推進
ー障がい者の雇⽤創出
ー障がい者⽀援への事業協⼒
ーユニバーサルマナーの習得
ー電⼦障がい者⼿帳での割引

⽂化⽀援
ー店舗からのカルチャー発信
ーオフィスアート
ーフォトフェアへの協賛
ー建築家とのコラボレーション

海外JINSの取り組み
ー中国のC S R活動
ー台湾のC S R活動
ー北⽶のC S R活動
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地域共⽣と活性化
社会への貢献

前橋市の発展に資する事業投資

前橋市の活性化を⽬的として、前橋市内に本店‧主
要拠点を有する企業と「太陽の会」を設⽴し、毎年
純利益の1％（最低1 0 0万円）を拠出し、前橋市の発
展に資する事業に投資しています。

創業地である群⾺県の起業を⽀援‧促進するため
に、2 0 1 3年より、地元新聞社、主旨に賛同する地元
企業と共同で⾏う起業家表彰制度「群⾺イノベー
ションアワード」に協賛しています。

前橋リデザインプロジェクト

群⾺イノベーションアワードへの協賛

全国47都道府県へのJINS店舗展開

J I NSは、2 0 0 1年に福岡県‧福岡市天神に1号店を
オープンしアイウエア事業に参⼊して以来、全国に
J I NSの商品を届けるべく出店を続けてきましたが、
2 0 2 1年に佐賀県への出店により全国すべての都道府
県で J I NSの商品とサービスの提供が実現しました。
今後もビジネスを通じて地域社会に貢献してまいり
ます。

地域と共⽣する店舗

J I NS  PARK（ジンズ パーク）は、創業の地である
群⾺県前橋市に2 0 2 1年4⽉にオープンした、地域コ
ミュニティのハブを⽬指した施設です。設計は建築家
の永⼭祐⼦⽒が担当。アイウエアブランド「J I NS
（ジンズ）」と、飲⾷事業として新たに展開する
ベーカリーカフェ「エブリパン」の店舗を施設内に
併設。誰もが⾃由に使⽤できる屋外広場や、施設内
にも⼤階段や屋上テラスなど広々とした空間を設け
ることで、地域に新しい交流が⽣まれる場をつくる
など、 J I NSが地域と共⽣することを⽬指した新しい
店舗形態です。今後、芝⽣がひろがる屋外ひろばな
どのスペースについては、 J I NS主催のイベントだけ
でなく、地域の⽅々がワークショップやイベントを
⾏える空間として貸し出しを予定しており、地域に
新たな交流を⽣み、地域と共⽣する場を⽬指してい
きます。

J I NSイオンモール岡崎店（愛知県）は、メガネの販
売に留まらず、お客様が訪れる度に新しい発⾒があ
り、⼈と⼈が繋がることができる、地域コミュニ
ティ創出の場を⽬指しています。
建築家の中村⻯治⽒が「未完成な場所」をコンセプ
トに設計。“メガネ”と“本”と“コミュニティスペー
ス”が共存する空間には、地元岡崎産と三河産の間伐
材を使⽤した約5 5 0個の⽊箱が設置され、メガネの陳
列棚や本の収納棚、お客様がくつろげるベンチなど
様々に変化します。ブックディレクターの幅允孝⽒が
選書した約1, 5 0 0冊の書籍を揃えたライブラリーもあ
り、メガネだけでなく、お気に⼊りの⼀冊を⾒つけ
る楽しさやくつろぎを地域の⽅々へ提供します。J I NSは、出店地域に合わせて、地元のアーティスト

や建築家の起⽤を積極的に⾏っています。たとえば、
中国地⽅の⼤型店である J I NS広島本通店は、広島出
⾝の建築家である島⾕将⽂⽒による「瀬⼾の内海」
をイメージした店舗デザインで、お⼦さま連れも買
い物しやすく、地域コミュニケーションの場にも
なっています。

地元アーティストや建築家による什器や内装、
販促物のデザイン

JINS norma を通じた地域農業への貢献

ジンズノーマでは、群⾺県において障がい者と健常
者がチームを組み、⼀体となって農作業を⾏う新し
い農業経営を⾏っています。この事業を通じ、就農経
験を積むことによる障がい者の社会的⾃⽴⽀援だけ
でなく、担い⼿不⾜で増える耕作放棄地を少しでも
減らし地域農業に貢献することを⽬指しています。

J I NSの代表取締役C E Oである⽥中仁が代表理事を務
める⼀般財団法⼈⽥中仁財団が⼿掛ける、前橋市の
地域貢献活動「前橋まちなか活性化プロジェクト」
の⼀環として、新たに「⽩井屋ホテル」として再⽣、
約5年の歳⽉をかけて⼤改修と新棟の建設が⾏われ、
2 0 2 0年1 2⽉に開業しました。⽥中仁財団は、前橋市
出⾝である⽥中仁が2 0 1 4年に設⽴し、前橋市の地域
貢献活動に取り組み、組織としてだけではなく個⼈
としても社会貢献活動を⾏っています。

主な活動
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⼦どもたちの未来への取り組み Tech Kids Schoolとの共同プロジェクト

J I NSは“未来を創造していく⼦どもたちの⽬を守る”ことをテーマに、株式会社C A  T e c h  K i d sが運営する⼩
学⽣向けプログラミング教室T e c h  K i d s  S c h o o lとの取組みを⾏っています。現代の⼦どもたちは、デジタル
機器を⽇常的に使⽤する機会が増え、2 0 2 0年度から⼩学校でのプログラミング必修化が決まっているなど、⽬
を取り巻く環境が、これまでの世代と⼤きく変化しています。 I C T教育に興味を持ちながらも⽬に対する影響
を不安に思っている親⼦に対し、J I NSは、“未来を創造していく⼦どもたちの⽬を守りたい”という想いでこれ
までの知⾒を活かし、T e c h  K i d s  S c h o o lの協⼒の下、啓発活動を実施、すでに2 9 0 0⼈以上の⼦どもたちに
⽬と光について学ぶ機会を提供しました。

⽬の仕組みを知ることで、⽬について関⼼を持って
もらいたい。そんな思いから学研プラスと共同で、
ものが⾒える仕組みや⽬に⾒えない光など、様々な
実験を通して⽬のひみつを探る親⼦向けワーク
ショップを開催しました。

⼩学校への副教材の配布 ⾒る育講座の実施

新型コロナウイルスの感染拡⼤による影響で職業体
験が中⽌となった中学校向けに、 J I NSの従業員が業
務内容や J I NSの仕事を選んだ理由、やりがいなどを
伝えるインタビュー動画を作成し提供することで、
働くことの意義や意味を伝えるサポートをしまし
た。

⼦どもたちへのオンライン職業体験「⾒る育かるた」の制作‧寄贈

近年⼦どもの視⼒低下が進む中、 J I NSは健康な⽬が
育まれる社会の実現を⽬指して、⽬や光、近視に関
する知識を遊びながら⾝に着けてもらうため J I NS
「⾒る育かるた」を2 0 1 9年に制作。千代⽥区教育委
員会をはじめ全国の児童館‧学童クラブなどへ計1 5 0
個以上寄贈いたしました。

社会への貢献

⼩学⽣の視⼒低下の防⽌と、⽬、視⼒に関する正し
い情報を啓発することを⽬的に、⼦どもたちがわか
りやすく学べる副教材冊⼦の制作協⼒を⾏い、⼀部
の⼩学校に無料配布しました。

「⽬を⼤切にしよう 〜近視を進ませないために
〜」をテーマに、⼩児眼科専⾨医の監修による情報
を掲載。保護者の⽅へのアドバイスも掲載し、親⼦
に役⽴つ情報を提供しています。学校での視⼒測定
後の指導に活⽤いただいたり、保健だよりと⼀緒に
配布されるなど養護教諭からの保健指導に役⽴てて
いただいています。

主な活動
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災害地域や途上国の⽀援

災害時におけるメガネの寄贈

災害時には、アイウエアを破損、紛失、家の中に置き忘れるなどして、被災後の⽣活で思わぬ不便を強いられ
る現状が⽣まれています。 J I NSは、そのような⽅々への⽀援をより円滑に進められるよう緊急災害対応アライ
アンス「 S E MA（シーマ）」 （※） に加盟、「 S E MA」を通じてアイウエアを提供していく予定です。

※「 S E MA」は、⽇本国内での⼤規模⾃然災害発⽣時に、災害⽀援を実施している⺠間企業5 1社とNPO 6団体
の連携により企業が持つ物資‧サービス等の⽀援をワンストップで提供する、アライアンスです。企業やNPO
の垣根を越えた組織として、⾃然災害が⽇本社会や被災者に与えるインパクトを最⼩限に⾷い⽌め早期復興を
促すことを⽬指して設⽴されました。

2 0 1 4年8⽉、慶應義塾⼤学医学部アフリカ医療研究会を通じて、アフリカ‧コンゴ⺠主共和国の⼩学校に度付
きのメガネ（近視⽤）を寄贈しました。また、ブータン王国に2 0 1 5年、2 0 1 6年、2 0 1 7年とメガネを寄贈。画
期的なメガネシェアリングに利⽤されるなど、まだすべての⼈がメガネなどのアイウエアを買える環境が整っ
ていない国や地域に対して様々な⽀援活動を⾏っています。
2 0 1 4年、慶應義塾⼤学医学部アフリカ医療研究会を通じて、コンゴ⺠主共和国の⼩学校にメガネを寄贈。
2 0 1 5年および2 0 1 6年、ブータン王国にメガネを寄贈。
2 0 1 7年、ブータン王国、ベトナム、カンボジア、バングラディシュにアイウエアを寄贈。
2 0 1 8年、ベトナム、カンボジア、ミャンマー、チベット⾃治区、モンゴル国にアイウエアを寄贈。
2 0 1 9年、ベトナム、カンボジア、バングラディシュ、ミャンマー、スーダン共和国にアイウエアを寄贈。

災害時復興⽀援を⽬的に緊急災害対応アライアンス「SEMA」に加盟

発展途上国へのメガネ寄贈

J I NSでは緊急災害対応アライアンス「 S E MA」の要
請を受け、2 0 2 0年7⽉豪⾬では防塵⽤メガネとして
「 J I NS  花粉C U T  MO I ST」を熊本県⼈吉市中神町
⼤柿地域に、2 0 2 1年8⽉豪⾬では同じく防塵⽤メガ
ネとして「 J I NS  PROT E C T  PRO」を広島県安芸⾼
⽥市に寄付しました。また新型コロナウイルスの感
染拡⼤による医療物資不⾜という状況を鑑み、医療
⽤ゴーグルの代⽤品として活⽤できるよう、沖縄県
医師会を通じて沖縄県内の医療機関に「 J I NS  花粉
C U T」を寄付するなど、 J I NSの商品特性を活かした
社会貢献活動を⾏っています。

社会への貢献

主な活動
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社会のダイバーシティ推進 ユニバーサルマナーの習得 ⾼齢者や障がい者への適切な応対やマインド習得を
⽬指して、社員が「ユニバーサルマナー検定3級」を
取得しました。ユニバーサルマナーとは、⼀般社団
法⼈⽇本ユニバーサルマナー協会（⼤阪府⼤阪市、
代表理事：垣内俊哉）が提唱している概念で、⾃分
とは違う誰かのことを思いやり、適切な理解の下、
サポートをさりげなく実践することを意味します。
J I NSは誰もが快適に居⼼地の良い時間を過ごしてい
ただける店舗づくりを⽬指し、店舗や社内へユニ
バーサルマナーを広げていくきっかけにしたいとの
思いから検定を実施しました。検定には、代表取締
役C E O  ⽥中仁をはじめ、本社社員や、エリアごとに
店舗運営を統括するエリアリーダーの社員が参加、
講義やグループワークを通し、ユニバーサルマナー
のマインドや基本的なお声がけ⽅法を習得しまし
た。

⽂字を読むことが困難な⼈のために開発された、⽂
字を⾳声で読み上げるスマートグラス「OTO N 
GL ASS（オトングラス）」の研究開発‧製造販売を
⾏う株式会社オトングラスへの事業協⼒を⾏なって
います。オトングラスの“⽂字を読む能⼒を拡張す
る”メガネによって、誰もが「読む」ことを楽しめる
世界を実現し⼈々の⽣活を豊かにしたいという想い
が J I NSのビジョンに共鳴するものであったことから
今回の事業協⼒が実現しました。 J I NSはこの取り組
みを通じて、オトングラスが進める社会的に意義の
ある事業を⾃社の知⾒を活かして⽀援することで、
より多くの⼈の⽣活を豊かにすること⽬指します。

JINS norma での障がい者雇⽤創出
株式会社オトングラスへの事業協⼒ ミライロクーポンと連携した

電⼦障がい者⼿帳での割引

J I NSでは、社会のダイバーシティ推進⽀援を⾏う株
式会社ミライロと提携し、障がい者⼿帳所有⽤のス
マートフォン向けアプリ「ミライロ I D」のユーザー
がクーポンを提⽰することで、障がい者割引が受け
られるプログラムを⾏っています。また、店舗でユー
ザーが必要なサポートをスムーズに受けることがで
きるよう、障がい者の⽅へ総合的なサポートができ
るように取り組みを進めています。

ジンズノーマは、障がい者とチームを組んで農作業を⾏うという、新しい農業経営の形の実現を⽬指す企業で
す。ジンズノーマの「ノーマ」は、ノーマライゼーション ( No r ma l i za t i o n )に由来します。事業活動を通じ
てノーマライゼーションを実現していきたいという思いをこめて、社名に採⽤しました。これまで障がい者の
⽀援では、障がい者は作業する⼈、健常者はサポートする⼈、管理する⼈という⽴場での関わり⽅が⼀般的で
した。当社ではそれぞれ同じチームのメンバーとして、チームで⼀体となって農作業を⾏うという新しい運営
⽅法を採⽤します。チーム農業が当社の社名の由来となっているノーマライゼーションの実現につながると確
信しています。

社会への貢献

主な活動
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⽂化⽀援

Architect Collaboration Store

アートや⾳楽、建築などの様々なカルチャーを店舗
から発信する⽂化⽀援活動を継続的に⾏っています。
フラッグシップ‧ストアである J I NS渋⾕店では、2
階のイベントスペースにて多くの企画展を実施。こ
れまでに、アーティストの鈴⽊康広⽒、⾦⽒徹平⽒、
荒神明⾹⽒らを迎えて企画展⽰を⾏いました。 J I NS
原宿店では、ファサードや店舗内壁⾯に⼤⼭エンリ
コイサム⽒のアートを、 J I NS吉祥寺ダイヤ街店で
は、泉太郎⽒のアートを施すなど、多くの⼈々にアー
トとの接点を創り出しています。さらに2 0 2 0年7⽉
には、「⾒る」ことを通じてお客さまひとりひとり
の⼈⽣を豊かに広げ、新しい体験に導いていくこと
を⽬指す J I NSのブランドをより多くの⽅に理解いた
だくことを⽬的としたアート展「¿ E s  d o ra d a ?  
J I NS  2 0 2 0  S p r i n g / S u mme r」を開催しました。

店舗からのカルチャー発信

東京本社にはジンズホールディングスのビジョン
「Ma g n i f y  L i f e」を体現したアーティストたちの
作品を展⽰。若⼿アーティストに作品を発信する場
や機会を提供しています。

オフィスアート

J I NSは、レンズを介する⼿段だからこそ表現できる
写真や映像という芸術⽂化に着⽬し、⼀般社団法⼈
⽇本芸術写真協会（F i n e - A r t  Ph o to g r a p h y  
As so c i a t i o n）が主催する「代官⼭フォトフェア」
の活動に2 0 1 7年より協賛しています。

2 0 1 7年には、若⼿写真家のためのコンペティション
「Ma g n i f y  Ph o to」を開催。グランプリに輝いた
⽯川幸史⽒には、 J I NS渋⾕店にて個展を開催する機
会を提供しました。2 0 1 8年には、ホンマタカシ⽒、
奥⼭由之⽒を迎えて「ポートレイト」をテーマとし
た2つのプロジェクトを開催。ホンマタカシ⽒による
プロジェクト「メガネと」では、「F AMI L Y」
「ME」「F R I E ND S」「C O L L E AG U E」
「PART NE R」をテーマに撮り下ろしたポートレイ
トを J I NS渋⾕店、 J I NS京都店で展⽰しました。
また、奥⼭由之⽒をゲストに迎えたワークショップ
「ポートレイトについて」では、⼀般公募による参
加者が持ち寄ったそれぞれの作品をもとに、ポート
レイト写真について語り合い、意 ⾒交換を交えなが
らその場で新たな作品を制作。時代を牽引する写真
家の視座を通して、写真という表現をさらに発展さ
せる機会を提供しました。

代官⼭フォトフェア協賛

C- D E POT  「Ma g n i f y  L i f e」

⾦丸遥⽒
「E x p a n d  t o  t h e  Wo r l d」

社会への貢献

J I NSは建築家とコラボレーションした店舗を数多く
出店しています。紋切り型のデザインではなく、そ
れぞれの建築家の作家性や店舗の地域性を取り⼊
れ、そこにしかないオリジナルの店舗空間を創出
し、新しい購買体験をお客様に提案しています。

主な活動
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海外JINSの取り組み

中国の店舗数分の桜を毎年同済⼤学に植樹

花蓮県新城⼩学校の4、5年⽣を中⼼とした⼦どもた
ちに社会⾒学プログラムを提供するため J I NS台湾本
社に招待。彼らの将来への視野を広げ、夢を持っても
らう取り組みとして「 J I NS望遠鏡プロジェクト」を
実施しました。店舗⾒学したり、本社でマーケティ
ングや経理、教育などさまざまな部⾨の職務内容に
ついてゲームを通じて学ぶことで、普段の⽣活の中
とは違った視点を持つきっかけを提供しています。

台湾花蓮県の⼦どもたちに
社会⾒学プログラムを提供

北⽶の J I NSは⼀号店オープン当初から、オリジナルのプロジェクト「C AS E S  F O R  C AU S E S」を⽴ち上げて
います。“世界をより⾒やすい場所にしたい”という想いから始まったこの取り組みに賛同いただいた北⽶の
様々な⾮営利団体と連携し、アイウエアケースでコラボレーション。現在は7種類まで増え、北⽶の全店舗およ
びE Cサイトでこの取り組みを⾏っています（2 0 2 0年1⽉現在）。その販売⾦額すべてを寄付することで、彼ら
とともに世界を変えていきます。

北⽶の多彩な⾮営利団体とのコラボレーションケースを開発、売上の全額を寄付する
「CASES FOR CAUSES」

J a p a n  c a se

⽇本⽂化遺産の維持、⽇本⽂化に
触れ、現地の⽅々に楽しんでもら
うための活動を⾏っている地元の
NPOの取り組みをサポート。

社会への貢献

中国の J I NSは、中国で出店している店舗数分の桜
を、国内外から多くの学⽣や⼀般の⽅が集まる同済
⼤学に毎年植樹しています。⽇本の春の象徴である
桜を通じて、お花⾒などの⽇本⽂化を⾝近に感じて
もらい、憩いの場になるよう願いを込めています。
2 0 1 8年9⽉に植樹と植樹式を執り⾏い、桜を2 0本植
樹。翌2 0 1 9年3⽉には中国での出店数と合わせ苗⽊
1 2 0本を植樹し、合計1 4 0本の桜を植えています。今
後も J I NSが出店した数に応じ、毎年継続して活動す
る計画です。

主な活動
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健全なガバナンス

コーポレート‧ガバナンス
ーガバナンスの考え⽅
ー内部統制に関する⽅針
ーガバナンスの概要と体制
ー役員報酬∕買収防衛策
ーコーポレート‧ガバナンス‧コードに基づく開⽰

企業倫理とコンプライアンス
ー⾏動規範
ー倫理規範
ー腐敗防⽌∕贈収賄防⽌⽅針
ー公益通報者保護⽅針

リスクマネジメント
ーリスクマネジメントの考え⽅
ー体制
ー想定リスクと対策

ステークホルダーエンゲージメント
ー株主との対話⽅針
ー株主総会∕株主還元
ー I Rに関する活動
ーステークホルダーの⽴場の尊重
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コーポレート‧ガバナンス

コーポレート‧ガバナンスに関する
基本的な考え⽅

健全なガバナンス

当社は、監査役会及び会計監査⼈設置会社であり、コーポレート‧ガバナンス体制の強化を図るとともに、取
締役会を中⼼として、監査役会、業務監査室、会計監査⼈等の連携によるガバナンス機構により運営されてお
ります。

【コーポレート‧ガバナンス‧コードの各原則を実施しない理由】については、WE Bをご覧ください。
h t t p s : / / j i n sh o l d i n g s . c o m/ jp / j a / c o mp a n y /g o ve r n a n c e /

当社のコーポレート‧ガバナンス体制の特徴

当社のコーポレートガバナンスの体制図は以下の通りとなります。

現⾏のコーポレートガバナンス体制図

社外取締役

当社は、社外取締役として、古⾕昇⽒、國領⼆郎
⽒、林千晶⽒の3名を選任しております。古⾕⽒は、
上場企業の役員を歴任した経験と⾒識から、当社経
営全般における監視と提⾔、及び取締役会における
議決権の⾏使を期待し、社外取締役に選任しており
ます。國領⽒は、⼤⼿通信事業会社での勤務経験並
びに学識者としての経営 · I Tに関する⾼い⾒識 と幅広
い経験から、当社経営全般における監視と提⾔、及
び取締役会における議決権の⾏使を期待し、社外取
締役に選任しております。また、林⽒は様々なプロ
ジェクトマネジメント及び地域経済循環に取り組ん
でこられた経験から、当社の事業及びサステナビリ
ティ施策に対する適切な助⾔をいただけるものと期
待し、社外取締役候補者といたしました。

独⽴役員
当社は、社外取締役3名（古⾕昇⽒、國領⼆郎⽒、林
千晶⽒）と、社外監査役2名（太⽥諭哉⽒、⼤井哲也
⽒）を独⽴役員に指定しております。

内部統制に関する基本⽅針

内部統制に関する基本⽅針の詳細については、WE Bをご覧ください。
h t tp s : / / j i n sh o l d i n g s . c o m/ jp / j a / c o mp a n y /g o ve r n a n c e /

当社は、⼈々の⽣き⽅そのものを豊かに広げ、これまでにない体験へと導きたいという思いから、「Ma g n i f y  
L i f e」のビジョンをかかげ、社会に貢献できる新しい企業価値を創出することを⽬指してまいりました。当社
をとりまく環境もめまぐるしく変化しておりますが、その変化をとらえながら、国際社会や地域社会におい
て、サステナブルな事業を推進し、企業としてなすべき社会的責任を果たしていきたいと考えております。
そのために、株主や顧客をはじめとしたステークホルダー及び地域社会の信頼を得ることが必要であり、信頼
関係構築の⼿段として、コーポレート‧ガバナンスの強化が最も重要で不可⽋だと考えております。
そこで、意思決定の迅速化や業務執⾏の適切性‧効率性を担保するための監督機能の整備、企業価値を毀損す
るリスクを最⼩化するための内部統制機能の充実等、積極的に取り組んでおります。中⻑期的な企業価値の創
出を実現するために、個⼈の倫理観のみに⽀えられた体制ではなく、組織的なガバナンス体制を構築すること
で、コーポレート‧ガバナンスをより実効性のあるものとし、健全性‧透明性のある経営体制を確⽴してまい
ります。

⽅針

概要
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株主との建設的な対話を促進するための体制整備∕取組に関する⽅針
当社は、会社の持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値の向上に資するよう、合理的な範囲で株主と建設的な対話
を進めております。株主との対話全般については、 I R担当取締役が総括し、 I R室に I R担当者を配置し、管理本
部総務‧経理‧法務等の関連部署と連携を⾏い、対話の充実に努めております。株主や投資家の希望や関⼼事
などを総合的に勘案し、個別⾯談や必要に応じ電話会議を実施しているほか、決算説明会を半期毎に開催し経
営陣が⾃ら株主‧投資家に当社の財務状況、経営⽅針を説明するなど対話⼿段の充実に取り組んでおります。

【役員の取締役会への出席状況】

取締役会は⽉に１度の開催を定例としつつ必要に応じ随時開催し、広い⾒地からの意思決定、業務執⾏の監督
を⾏っております。また法令‧定款‧取締役会規則に定める事項のほか幅広く報告し議論し決議しておりま
す。なお、取締役会には監査役も出席し、取締役の業務執⾏について監査を⾏っております。

2 0 2 1年度（2 0 2 0年9⽉1⽇〜2 0 2 1年8⽉3 1⽇）の取締役会への出
席状況（出席回数 /開催回数；（出席率））

役員報酬の考え⽅や概要
当社の取締役の報酬は、透明性‧客観性を担保する
ため、各職責及び貢献度を踏まえた適正な⽔準とす
ることを基本⽅針としています。具体的には、株主
総会の決議により定められた報酬限度額の範囲内
で、責任範囲の⼤きさ、業績及び貢献度などを総合
的に勘案した固定報酬としての基本報酬のみを⽀払
うこととしております。

買収防衛策
当社は現時点で具体的な買収防衛策の導⼊は予定し
ておりません。

政策保有に関する⽅針
当社は、政策保有株式として上場株式を保有しない
ことを基本⽅針としています。なお、現時点におい
て、政策保有株式としての⾮上場株式は、3銘柄保有
しております。

株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

健全なガバナンス ー コーポレート‧ガバナンス

概要

h"ps://jinsholdings.com/jp/ja/ir/library/explana7ondata/

h"ps://jinsholdings.com/jp/ja/ir/
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企業倫理とコンプライアンス

⾏動規範（JINS Attitude）

Ma g n i f y  L i f eを実現するために、⽋かすことので
きない J I NSの最も重要な姿勢。ビジネス上の決定を
正しい⽅向に導き、包括的にすべての活動を分かりや
すく、⼀貫したものにするための考え⽅。

Progress i ve
プログレッシブ。
変化を恐れないこと。固定概念にとらわれず、挑戦
し続けること。
私たちから、あなたから、世の中をワクワクさせよ
う。
“あたらしい、あたりまえ”をこの⼿で⽣み出そう

倫理規範

J I NSでは、「ジンズグループ倫理⾏動規範」を定め
ています。全従業員が⽇常の活動において、国際規
範、各国‧地域で適⽤される法令、および社内規則
等を遵守することはもとより、⾼い倫理観と良識を
もって⾏動するための規範となっています。これを
社内外におけるあらゆる活動の拠り所として、責任
ある⾏動をとるための指針となっています｡

腐敗∕贈収賄防⽌⽅針

倫理⾏動規範の第8条「政治‧⾏政との健全な関
係」、第9条「反社会的勢⼒との関係断絶」、および
倫理⾏動指針の指針２「取引先との取引の公正」に
おいて、腐敗や贈収賄を防⽌する⽅針を定めていま
す。

公益通報者保護⽅針

労働者等からの組織的および個⼈的な法令違反⾏為
等に関する相談または通報の適正な処理の仕組みを
定め、不正⾏為等の早期発⾒と是正を図れるよう、
公益通報者保護法を参考にした「公益通報者保護規
程」を設けて通報者の保護を図っています。

税務⽅針

J I NSは、事業活動に係る税⾦の申告‧納税を社会的
責任ととらえ、国内外の法令を遵守し、社内ルール
の整備と適切な運⽤を徹底しています。加えて、税務
リスクを最⼩化することと、適切な税務プランニン
グを実施することにより、キャッシュ‧フローの極
⼤化を図り企業価値向上を⽬指します。こうした考
え⽅に基づき、以下の税務⽅針を定めています。

①税務コンプライアンス
J I NSは、事業を⾏う国または地域に適⽤される税法
を遵守し、納税義務を果たします。また、O E C Dガ
イドライン等に準拠した事業活動を⾏います。常に
各国の法令の動向を把握し、税制の変更によって発
⽣する税務リスクの最⼩化を⽬指します。なお、
J I NSは租税回避を⽬的としてタックスヘイブンを利
⽤しません。

②税務ガバナンス
J I NSでは、取締役会が税務リスクの監督責任を有
し、税務部⾨を管轄する管理本部⻑を税務の統括責
任者としています。税務課題に直⾯した際には、必
要に応じて各国及び各⼦会社の国内法⼈や海外現地
法⼈と連携し、課題解決に努めています。重要性が
⾼いと判断された課題については取締役会にて報
告‧決議し、対処にあたっています。

③移転価格税制への対応
国外関連者との取引においては、独⽴企業間価格を
考慮し、各国及び各⼦会社間の事業リスク及び保有
している機能‧資産に応じた適切な利益配分を⾏っ
ています。

④税務当局との関係性
J I NSは、各国‧各地域の税務当局の要請に対して、
適切な情報を提供する等、誠実な対応を⼼がけるこ
とで、透明性の⾼い健全な関係を構築します。税務当
局との意⾒の相違が⽣じた場合にも、各税務当局と
適切なコミュニケーションを⾏い、課題解決に努め
ます。

In sp i r ing
インスパイアリング。
製品とサービスで。そして、私たちの個性や情熱、
アイデアで。
他者を⾒つめ、寄りそい、つながり、巻き込むこ
と。どんなに⼩さくてもいい。私たちから、喜びを
⽣み出そう。

Honest
オネスト。
お客様、仲間、地域社会、地球環境。仕事とは、誰
かとの関わりから⽣まれ、そこに帰結するもの。
相⼿を思い、誠実であることだけが、すべての突破
⼝になる。妥協をなくそう。必要とされるブランド
になるために。

健全なガバナンス

⽅針
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リスクマネジメント

リスク管理は、経営陣が認識し実践すべ
き重要事項であり、取締役、取締役会、
監査役、管理者それぞれの⽴場で整備す
べき管理体制です。従って、各部署で、
リスクの分散、リスクテイクの制限、リ
スクヘッジ等を常に意識し、リスクの最
⼩化を図るとともに、リスク管理体制を
構築しリスクの正確な把握に努めていま
す。また、リスク管理の統制部署として
リスク管理委員会を設置し、各部署のリ
スクを統合し管理できる体制の整備を
⾏っています。個別のビジネスリスクに
対しては、発⽣時の影響と発⽣の頻度を
最⼩にするため、各部⾨の責任におい
て、通常業務の⼀環として必要な予防対
策を講じるとともに、発⽣時の緊急対応
策を整備しています。グループ会社とも
連携を深め、グループ全体でのリスクマ
ネジメントの基本的なプロセスの共通
化、情報の共有化も進めています。

リスクマネジメントの考え⽅

事業上のリスクとして投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあ
ります。なお、本項における将来に関する記載は、2 0 2 0年8⽉末現在において当社グループが判断したもので
あり、また以下の記載は当社株式への投資に関するリスクを全て網羅するものではありませんので、この点ご
留意ください。

法的規制のリスク

上記リスクには、医師法第1 7条の規定に関連する規
制、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性
の確保等に関する法律に関する規制、個⼈情報保護
法、製造物責任法 (ＰＬ法 )に関するリスクが想定さ
れます。

業界環境に係わるリスク

上記リスクには、国内視⼒矯正眼鏡市場の成熟化、
代替商品‧代替サービスの普及、及び出現、⾃然災
害、感染症の流⾏、情報セキュリティに関するリス
クが想定されます。

⾦融環境の変化リスク

上記リスクには、⾦利情勢の変動、資⾦調達環境の
変化、為替変動の影響に関するリスクが想定されま
す。

ビジネスモデルに係わるリスク

上記リスクには、競合業者の出現、中国の社会、経
済、政治情勢の著しい変化、出店政策、敷⾦及び保
証⾦等、⼈材の確保及び育成、知的財産権、海外進
出、固定資産の減損に関するリスクが想定されま
す。

J I NSでは、発⽣しうる様々なリスクを想定しながら、その予防と適切な管理を⾏っていくことが重要と考え、
リスク管理規程および適切な対応を⾏うリスク管理体制を整備‧運⽤し、関連法令および社会環境変化などの
動向に注視し、経営に与える影響度を適確に把握し適切な対応をしています。また、すでに顕在化したリスク
に対しては、必要な対策を講じてリスクによる損失の最⼩化を図ることを⽬指しています。

健全なガバナンス

⽅針

体制

想定リスクと対策

「想定リスクと対策」についての詳細はWE Bサイトをご覧ください。
h t t p s : / / j i n sh o l d i n g s . c o m/ jp / j a / su s ta i n a b i l i t y /g o ve r n a n c e /0 3 /
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1.情報開⽰の基本⽅針
当社は、「あたらしいあたりまえ」を創り、まだ⾒ぬ世界を拓くことを⽬指す「Ma g n i f y  l i f e」というビ
ジョンのもと、株主、投資家をはじめとする全てのステークホルダーの皆様へ、透明性、公平性、継続性を基
本に、会社の財政状態‧経営成績等の財務情報や、経営戦略‧経営課題、リスクやガバナンスに係る情報等の
⾮財務情報について、迅速な情報開⽰に努めます。
当社は、情報開⽰を⾏うに当たり、⾦融商品取引法に定められたフェア‧ディスクロージャー‧ルールを遵守
し、特定の者に対する選択的開⽰とならないよう配慮するとともに、公平な情報開⽰の実現に努めます。
2 .情報開⽰の基準
当社は、⾦融商品取引法等の諸法令（以下、「諸法令」）、および当社の株式を上場している証券取引所が定
める有価証券上場規程（以下、「上場規程」）を遵守し、これらに基づく情報開⽰（ディスクロージャー）を
実践します。また、諸法令および上場規程所定の適時開⽰基準に該当しない情報でも、投資判断に重要な影響
を及ぼす情報に関しては、公平性と適時性を鑑みた上で、積極的に開⽰を⾏います。
3 .情報開⽰の⽅法
当社が、諸法令および上場規程に基づき開⽰する重要情報、諸法令および上場規程所定の適時開⽰基準に該当
しない情報でも、投資家の投資判断に著しく影響を及ぼすと思われるものなど、その重要度および緊急性に応
じて、適切な⽅法により正確かつ公平に情報を伝達されるよう配慮してまいります。
当社が⾃ら開⽰すべきと判断した重要情報に関しては、諸法令および上場規程所定の適時開⽰基準に従い、東
京証券取引所が提供するT D n e tにて公開しております。また、T D n e tなどで公表した情報は、原則として当社
ウェブサイト上にも速やかに同⼀資料を掲載いたします。また、諸法令および上場規程所定の適時開⽰基準に
該当しない情報についても、投資判断に重要な影響を及ぼす情報に関しては、その重要度および緊急性に応じ
て、当社ウェブサイト上にも掲載いたします。

5 7

ステークホルダー‧
エンゲージメント

株主との建設的な対話を促進するための体制整備∕取組に関する⽅針

株主還元

当社は、中⻑期的な株主価値の増⼤を最重点課題と
して認識し、将来の事業展開に備えた適切な内部留
保の充実と、株主の皆様への継続的かつ安定的な配
当を実現していくことを基本⽅針としております。
これまで年1回の期末配当を基本⽅針としておりまし
たが、株主の皆様への利益還元の機会を充実させる
ため、中間配当と期末配当の年2回実施する⽅針に変
更し、2 0 2 1年8⽉期より中間配当を実施することと
いたしました。なお、当社は、取締役会の決議に
よって、毎年2⽉末⽇を基準⽇として中間配当を⾏う
ことができる旨を定款に定めております。

株主総会

J I NSでは、株主総会を株主の皆様と対話をする貴重
な場と考えており、議案の内容、当社の事業の状
況、対処すべき課題、質疑応答などを含めて⼗分に
説明する⽅針としています。 J I NSの定時株主総会
は、毎年1 1⽉下旬に当社本社において開催してお
り、株主の皆様に株主総会の議案を⼗分ご検討頂け
るよう、招集通知の発送に先⽴ち、当社ホームペー
ジで招集通知の内容を開⽰しています。また、株主
総会にご出席いただけない株主の皆様に向けても、
株主総会の議事録を総会終了後に当社ホームページ
にて開⽰しています。

さらに、株主総会の活性化及び議決権⾏使の円滑化
に向けての取組みとして、2 0 1 4年第2 7回定時株主総
会より、株式会社 I C Jが運営する「議決権電⼦⾏使プ
ラットフォーム」に参加し、電磁的⽅法による議決
権⾏使を採⽤しております。

IRに関する活動

アナリスト‧機関投資家向けに説明会を年2回、決算
発表後及び第２四半期決算発表後に開催しておりま
す。なお、説明会資料については、速やかに当社 I R
サイトに掲載しております。

ディスクロージャーポリシー

4 .サイレント期間
当社は、決算情報の漏洩を防ぎ、公平性を確保するため、決算期⽇（各四半期決算⽇および年度決算⽇をい
う。）の翌⽇から当該決算発表⽇までを「サイレント期間」としております。この期間中は決算に関するコメ
ントや質問への回答、取材、アナリスト‧機関投資家との個別ミーティング等を控えさせていただいておりま
す。
ただし、この期間中に開⽰すべき重要情報が発⽣した場合には、諸法令および上場規程所定の適時開⽰基準に
基づき、必要な情報を公表いたします。
5 .業績の⾒通しおよび将来の予測に関する事項
当社では、将来の業績に関連する⾒通し‧戦略など将来に関する情報開⽰やコメントを⾏なう場合がありま
す。これらは当社において現時点で⼊⼿可能な情報による当社経営陣の判断によるものであり、当社がその妥
当性、正確性を保証するものではありません。従って、実際の業績は、不確定要素や経済情勢その他リスク要
因により、⼤きく異なる可能性があります。
6 .社内体制の整備‧充実
当社は、ディスクロージャー‧ポリシーを適切に運⽤し、ステークホルダーの皆様との対話に関する理解度向
上を図るため、関連部署間の連携体制の整備‧充実に努めます。また、当社はインサイダー取引管理に関する
社内規程を設け、運⽤の徹底を図るべく、役員および従業員への教育にも注⼒しております。

J I NSは、会社の持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値の向上に資するよう、合理的な範囲で株主と建設的な対話
を進めております。株主との対話全般については、 I R担当取締役が総括し、 I R室に I R担当者を配置し、管理本
部総務‧経理‧法務等の関連部署と連携を⾏い、対話の充実に努めております。株主や投資家の希望や関⼼事
などを総合的に勘案し、個別⾯談や必要に応じ電話会議を実施しているほか、決算説明会を半期毎に開催し経
営陣が⾃ら株主‧投資家に当社の財務状況、経営⽅針を説明するなど対話⼿段の充実に取り組んでおります。

健全なガバナンス

⽅針

主な活動
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